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①議席番号 ３

②那
な

　須
す

　　　勇
いさむ

③清和会

④大東町摺沢字堀河ノ沢4番地8

⑤75－3026

①議席番号 ４

②千
ち

　葉
ば

　栄
えい

　生
き

③日本共産党一関市議団

④千厩町磐清水字流川10番地

⑤52－5474

①議席番号 ５

②齋
さい

　藤
とう

　禎
よし

　弘
ひろ

③日本共産党一関市議団

④萩荘字上大桑67番地

⑤24－4005

①議席番号 ６

②佐
さ

　藤
とう

　真
ま

由
ゆ

美
み

③日本共産党一関市議団

④大東町鳥海字西丑石86番地1

⑤74－2021

①議席番号 ７

②佐
さ

々
さ

木
き

　久
きゅう

　助
すけ

③清和会

④大東町中川字新城40番地

⑤74－2445

①議席番号 ８

②菅
すが

　原
わら

　行
あん

　奈
な

③清和会

④東山町長坂字町22番地

⑤47－3377

①議席番号 ９

②門
もん

　馬
ま

　　　功
いさお

③清和会

④大東町大原字有南田35番地1

⑤72－3865

①議席番号 10

②岩
いわ

　渕
ぶち

　典
のり

　仁
ひさ

③一関みらい

④室根町矢越字七日市53番地2

⑤64－3243

①議席番号 １

②小
こ

　岩
いわ

　寿
ひさ

　一
かず

③一関市議会公明党

④萩荘字上要害121番地

⑤29－2663

①議席番号 ２

②岩
いわ

　渕
ぶち

　　　優
まさる

③一関市議会公明党

④藤沢町増沢字畑沢119番地

⑤48－3310

一関市議会議員

26人の顔ぶれ

令和３年10月３日に一関市議会議員

選挙が行われ、26人が一関市議会議員

に選ばれました。

任期は令和３年10月９日から令和７年

10月８日までの４年間となります。

①議席番号　②氏名　③所属会派

④自宅住所　⑤電話番号
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①議席番号 19

②佐
さ

　藤
とう

　　　浩
ひろし

③清和会

④赤荻字槻本41番地1

⑤25－5025

①議席番号 20

②沼
ぬま

　倉
くら

　憲
けん

　二
じ

③清和会

④藤沢町大籠字上野49番地

⑤62－2324

①議席番号 21

②千
ち

　葉
ば

　大
だい

　作
さく

③一関みらい

④萩荘字芦ノ口60番地

⑤38－2066

①議席番号 22

②武
たけ

　田
だ

　ユキ子
こ

③会派に属さない議員

④宇南20番地2

⑤23－2634

①議席番号 23

②千
ち

　田
だ

　良
りょう

　一
いち

③輝郷会

④舞川字中里171番地3

⑤28－2718

①議席番号 24

②小
お

野
の

寺
でら

　道
みち

　雄
お

③輝郷会

④山目町三丁目8番19号

⑤23－2778

①議席番号 25

②千
ち

　葉
ば

　幸
ゆき

　男
お

③輝郷会

④花泉町涌津字二ツ檀51番地2

⑤82－3570

①議席番号 26

②勝
かつ

　浦
うら

　伸
のぶ

　行
ゆき

③会派に属さない議員

④狐禅寺字宇南田22番地8

⑤23－5143

①議席番号 11

②佐
さ

　藤
とう

　幸
ゆき

　淑
とし

③一関みらい

④東山町松川字六日町39番地

⑤48－2657

①議席番号 12

②永
なが

　澤
さわ

　由
ゆ

　利
り

③一関みらい

④千厩町千厩字神ノ田1番地5

⑤52－3212

①議席番号 13

②佐
さ

　藤
とう

　敬
けい

一
いち

郎
ろう

③一関みらい

④花泉町花泉字上北浦9番地

⑤82－2596

①議席番号 14

②猪
いの

　股
また

　　　晃
あきら

③輝郷会

④花泉町油島字原田72番地

⑤82－3059

①議席番号 15

②千
ち

　葉
ば

　信
のぶ

　吉
よし

③輝郷会

④二本木18番地3

⑤21－0963

①議席番号 16

②岡
おか

　田
だ

　もとみ
③日本共産党一関市議団

④滝沢字鶴ヶ沢63番地18

⑤48－5281

①議席番号 17

②小
お

　山
やま

　雄
ゆう

　幸
こう

③清和会

④室根町折壁字中里105番地

⑤64－2564

①議席番号 18

②千
ち

　田
だ

　恭
きょう

　平
へい

③清和会

④千厩町千厩字町176番地

⑤52－3182
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副議長就任挨拶
千 葉 幸 男

　このたび、議員各位のご推挙により副議長に

選任を賜り、その職務の重大さを痛感しており

ます。

　今、当市では、人口減少や少子高齢化、コロナ

禍における地域経済活動の停滞、米価の大幅な

下落など多くの市政課題があります。

　市当局、議員各位協力のもと、課題解決に向け

取り組んでまいります。

　議員は定数26名と前期より４名減となりまし

たが、勝浦伸行議長の目指す議員間討議の活性

化、ICT化の推進などの議会改革の推進に向け

議長を補佐し、市民の皆様の負託にお応えでき

るよう取り組んでまいります。

　今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げまして就任の挨拶といたします。

　市議会議員選挙後、初の議会となる令和３年第２回一関市議会定例会第87回10月

招集会議が10月19日に招集され、22日までの４日間の会議期間で開催しました。

　初日の19日は、議長の選挙を行い、勝浦伸行議員が第５代の議長に選出されました。

その後、副議長の選挙を行い、千葉幸男議員が選出されました。

　また、佐藤善仁市長から所信表明が行われました。

　審議された案件は５ページのとおりです。

議長就任挨拶
勝 浦 伸 行

　このたび、議員各位のご推挙により議長に選

任いただきました。あらためてその責務の重大

さを認識するとともに、その職務を誠心誠意努

めていく覚悟です。

　一関市議会では、「地方分権時代にふさわしい

議会の姿を目指して」議会改革に取り組み、通年

議会の導入や常任委員会の見直し、代表質問制

の導入など目にみえる改革を進めてきました。

しかしながら、まだまだ改革は道半ばであり、

議員各位とともに、前例に捉われることなくさらに

前進していきたいと思います。

　今、当市では、新型コロナウイルス感染症対

策や地域経済の低迷、人口減少対策など大きな

課題を抱えています。市議会の果たすべき役割

は重要であり、市民の期待も大変大きいものと

認識しています。開かれた議会であるとともに、

議会としての組織の力を強化し、当局にとって

も市民にとっても頼れる議会を目指していきた

いと強い決意で臨みます。今後ともご指導、ご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして就任

の挨拶といたします。

令和３年第２回一関市議会定例会

議会の構成決定議会の構成決定
議長  勝 浦 伸 行 氏に
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補

正

予

算

〇
議
案
第
１
０
９
号　

令
和
３

年
度
一
関
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

　

６
月
４
日
の
豪
雨
及
び
９
月

１７
日
か
ら
１８
日
に
か
け
て
の
豪

雨
に
よ
り
、
被
災
し
た
公
共
土

木
施
設
の
災
害
復
旧
に
か
か
る

経
費
の
追
加
な
ど
、
所
要
の
補

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

請
負
契
約
の
締
結

〇
議
案
第
１
１
０
号　

新
一
関

市
立
花
泉
小
学
校
校
舎
・
屋
内

運
動
場
等
建
設
（
建
築
）
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
１０
月
６
日
入
札
に

付
し
、
落
札
し
た
株
式
会
社

佐
々
木
組
と
１５
億
１
５
８
０
万

円
で
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
１
１
号　

新
一
関

市
立
花
泉
小
学
校
校
舎
・
屋
内

運
動
場
等
建
設
（
電
気
設
備
）

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
１０
月
６
日
入
札
に

付
し
、
落
札
し
た
株
式
会
社

ユ
ア
テ
ッ
ク
一
関
営
業
所
と

２
億
７
０
３
８
万
円
で
請
負
契

約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
１
１
２
号　

新
一
関

市
立
花
泉
小
学
校
校
舎
・
屋
内

運
動
場
等
建
設
（
機
械
設
備
）

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
１０
月
６
日
入
札
に

付
し
、
落
札
し
た
株
式
会
社
フ

ジ
テ
ッ
ク
岩
手
・
有
限
会
社
北

斗
建
工
特
定
共
同
企
業
体
と

４
億
１
１
５
９
万
８
０
０
０
円

で
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

そ

の

他

〇
議
案
第
１
１
３
号　

道
路
の

管
理
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

道
路
の
管
理
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
に
関
し
、
損
害
を

与
え
た
相
手
方
と
の
和
解
及
び

賠
償
す
べ
き
額
に
つ
い
て
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

専

決

処

分

〇
報
告
第
20
号　

自
動
車
事
故

に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
に
関

す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

副
市
長
の
選
任

　

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
満

場
で
同
意
し
た
。石

川　

隆
明 

氏

（
6０
歳
）

萩
荘

監
査
委
員
の
選
任

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

満
場
で
同
意
し
た
。

千
葉　

大
作 

氏

（
７３
歳
）

萩
荘

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
満
場
で
同
意
し
た
。

伊
藤　

一
志 

氏

（
6７
歳
）

大
東
町
猿
沢
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議

会

運

営

委

員

会

（
定
員
12
人
以
内
）

委
員
長　

佐　

藤　
　
　

浩

副
委
員
長　

岩　

渕　
　
　

優

委　

員　

岡　

田　

も
と
み

千　

田　

恭　

平

千　

葉　

大　

作

小
野
寺　

道　

雄

常

任

委

員

会

総
務
常
任
委
員
会 

（
定
員
９
人
）

委
員
長　

沼　

倉　

憲　

二

副
委
員
長　

佐　

藤　

幸　

淑

委　

員　

小　

岩　

寿　

一

千　

葉　

栄　

生

佐
々
木　

久　

助

佐　

藤　
　
　

浩

武　

田　

ユ
キ
子

千　

葉　

幸　

男

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
定
員
８
人
）

委
員
長　

小
野
寺　

道　

雄

副
委
員
長　

佐　

藤　

敬
一
郎

委　

員　

齋　

藤　

禎　

弘

岩　

渕　

典　

仁

岡　

田　

も
と
み

小　

山　

雄　

幸

千　

田　

恭　

平

千　

田　

良　

一

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
定
員
９
人
）

委
員
長　

永　

澤　

由　

利

副
委
員
長　

千　

葉　

信　

吉

委　

員　

岩　

渕　
　
　

優

那　

須　
　
　

勇

佐　

藤　

真
由
美

菅　

原　

行　

奈

門　

馬　
　
　

功

猪　

股　
　
　

晃

千　

葉　

大　

作

広
聴
広
報
委
員
会 

（
定
員
９
人
）

委
員
長　

門　

馬　
　
　

功

副
委
員
長　

岩　

渕　
　
　

優

委　

員　

那　

須　
　
　

勇

佐　

藤　

真
由
美

菅　

原　

行　

奈

岩　

渕　

典　

仁

佐　

藤　

敬
一
郎

猪　

股　
　
　

晃

千　

田　

良　

一

※ 

議
長
は
議
長
職
に
専
念
す
る
た
め
、

常
任
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
せ
ん
。

特

別

委

員

会

治
水
対
策
特
別
委
員
会
（
定
員
11
人
）

委
員
長　

千　

田　

良　

一

副
委
員
長　

沼　

倉　

憲　

二

委　

員　

小　

岩　

寿　

一

那　

須　
　
　

勇

千　

葉　

栄　

生

齋　

藤　

禎　

弘

菅　

原　

行　

奈

佐　

藤　

幸　

淑

佐　

藤　

敬
一
郎

武　

田　

ユ
キ
子

小
野
寺　

道　

雄

一

関

市

政

調

査

会

会　

長　

沼　

倉　

憲　

二

副
会
長　

小
野
寺　

道　

雄

幹　

事　

小　

岩　

寿　

一

岡　

田　

も
と
み

佐　

藤　

敬
一
郎

議
会
運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会
等
名
簿

議
会
運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会
等
名
簿

武　

田　

ユ
キ
子

　

会　

員　

議
員
全
員

一

関

市

議

会

議

員

厚

生

会

会　

長　

勝　

浦　

伸　

行

副
会
長　

千　

葉　

幸　

男

監　

事　

那　

須　
　
　

勇

猪　

股　
　
　

晃

　

会　

員　

議
員
全
員

一

関

市

議

会

議

員

政

治

倫

理

審

査

会

委
員
長　

武　

田　

ユ
キ
子

副
委
員
長　

岩　

渕　
　
　

優

委　

員　

佐
々
木　

久　

助

岡　

田　

も
と
み

佐　

藤　
　
　

浩

千　

葉　

大　

作

小
野
寺　

道　

雄

選

挙

◆
一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
議

会
議
員

当
選
者　

岩
渕　
　

優 

議
員

那
須　
　

勇 

議
員

千
葉　

栄
生 

議
員

齋
藤　

禎
弘 
議
員

佐
々
木
久
助 
議
員

菅
原　

行
奈 

議
員

門
馬　
　

功 

議
員

岩
渕　

典
仁 

議
員

佐
藤
敬
一
郎 

議
員

猪
股　
　

晃 

議
員

千
葉　

信
吉 

議
員

千
田　

恭
平 

議
員

沼
倉　

憲
二 

議
員

千
葉　

大
作 

議
員

武
田
ユ
キ
子 

議
員

千
田　

良
一 

議
員

◆
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員

当
選
者　

永
澤　

由
利 

議
員

◆
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

委　

員　

阿
部　

和
子 

氏
山
目

金
今　

壽
信 

氏

川
崎
町
薄
衣

高
橋　

秀
典 

氏

花
泉
町
永
井

佐
藤　
　

福 

氏

大
東
町
渋
民

補
充
員　

金
野　

富
雄 

氏

千
厩
町
千
厩

須
藤　

敏
典 

氏

藤
沢
町
黄
海

小
山　
　

浩 

氏

室
根
町
折
壁

佐
藤　

愛
子 

氏

東
山
町
松
川
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会
派
別
議
員
名
簿

会
派
別
議
員
名
簿

令
和
３
年

令
和
３
年
1010
月月
1313
日
現
在

日
現
在

清
せ

い

和わ

会
か

い

代 

表 

者　

佐　

藤　
　
　

浩

経
理
責
任
者　

那　

須　
　
　

勇

佐
々
木　

久　

助

菅　

原　

行　

奈

門　

馬　
　
　

功

小　

山　

雄　

幸

千　

田　

恭　

平

沼　

倉　

憲　

二

日に

本ほ
ん

共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

一
い
ち
の
せ
き関

市し

議ぎ

団だ
ん

代 

表 

者　

岡　

田　

も
と
み

経
理
責
任
者　

佐　

藤　

真
由
美

千　

葉　

栄　

生

齋　

藤　

禎　

弘

一い
ち
の
せ
き関

市し

議ぎ

会
か

い

公
こ

う

明
め

い

党
と

う

代 

表 

者　

岩　

渕　
　
　

優

経
理
責
任
者　

小　

岩　

寿　

一

輝き

郷
ご

う

会
か

い

代 

表 
者　

小
野
寺　

道　

雄

経
理
責
任
者　

猪　

股　
　
　

晃

千　

葉　

信　

吉

千　

田　

良　

一

千　

葉　

幸　

男

一い

ち

の

せ

き関

み

ら

い

代 

表 

者　

千　

葉　

大　

作

経
理
責
任
者　

佐　

藤　

幸　

淑

岩　

渕　

典　

仁

永　

澤　

由　

利

佐　

藤　

敬
一
郎

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

武　

田　

ユ
キ
子

勝　

浦　

伸　

行

議　席　表

配　置　図

17

小山　雄幸

18

千田　恭平

19

佐藤　　浩

20

沼倉　憲二

21

千葉　大作

22

武田ユキ子

23

千田　良一

24

小野寺道雄

25

千葉　幸男

26

勝浦　伸行

７

佐々木久助

８

菅原　行奈

９

門馬　　功

10

岩渕　典仁

11

佐藤　幸淑

12

永澤　由利

13

佐藤敬一郎

14

猪股　　晃

15

千葉　信吉

16

岡田もとみ

１

小岩　寿一

２

岩渕　　優

３

那須　　勇

４

千葉　栄生

５

齋藤　禎弘

６

佐藤真由美

第３議員控室

輝　郷　会

第２議員控室

清　和　会

第１議員控室

一関みらい

正副議長応接室

正副議長室

局長室 図書室

議会事務局

第４・５
議員控室
日本共産党
一関市議団

第６
議員控室

会派に
属さない議員

第１委員会室

第２委員会室

第３委員会室

第４委員会室

傍
聴
者
受
付

男
子
便
所

女
子
便
所

全員協議会室第７議員控室

一関市議会

公　明　党

第１

議員応接室

ロビー

傍
聴
席
入
口

傍聴席

議　　場

市役所 ２階

会
　
派
　
紹
　
介

　

会
派
と
は
、
主
義
・
主
張
を
同
じ
く
す
る
人
々
が
結
成
し
た

団
体
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
地
方
議
会
内
で
、
活
動
を
共
に
し

よ
う
と
す
る
議
員
の
団
体
で
す
。 

※
名
簿
は
会
派
届
順
に
よ
る
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第
８6
回
９
月
通
常
会
議
を
８
月
17
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
の

24
日
間
の
会
議
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
制
定
・
改
廃
５
件
、
補
正
予
算

５
件
、
請
負
契
約
１
件
、
財
産
取
得
１
件
、
農
業
委
員
会
委
員

24
人
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
３
人
の
推
薦
な
ど
で
し
た
。

　

他
に
委
員
会
発
議
の
条
例
の
制
定
・
改
正
２
件
、
意
見
書
が

１
件
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
12
件
に

条
例
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

〇
議
案
第
65
号　

一
関
市
個
人

情
報
保
護
条
例
及
び
一
関
市
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

情
報
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
条
例
で
引
用
し
て

い
る
条
項
の
号
番
号
が
変
更
さ

れ
た
た
め
、
引
用
条
項
の
整
理

を
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
66
号　

一
関
市
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

市
の
機
関
等
に
係
る
申
請
、

届
出
、
そ
の
他
の
手
続
き
等
に

関
し
、
情
報
通
信
技
術
を
利
用

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
必
要
な
事
項
を
定

反対討論
　

市
税
や
国
保
税
に
お
い
て
強
権
的
な
徴
収
、
分
納

制
約
や
市
民
所
得
を
無
視
し
た
財
産
の
差
し
押
さ
え

等
が
続
い
て
お
り
看
過
で
き
な
い
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
国
や

世
界
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
事
業
で
基
軸
と
す
べ
き

で
な
い
。
し
か
も
、
県
民
意
識
調
査
で
重
要
度
５７
項

目
中
５６
位
、
必
要
度
５３
位
と
低
い
状
況
で
あ
り
支
出

に
反
対
す
る
。
行
財
政
改
革
に
よ
り
１５
億
円
の
事
業

効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
多
く
が
正
規
職
員
を

削
減
し
非
正
規
へ
の
対
応
で
あ
り
賛
成
で
き
な
い
。

水
道
事
業
の
業
務
委
託
は
災
害
時
等
緊
急
時
の
対
応

に
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
水
道
料
金
を
支
払
え
な
い

方
々
に
対
す
る
減
免
制
度
を
設
け
る
よ
う
求
め
る
。

議
員　

藤
野　

秋
男　

決算に対する賛成討論・反対討論
賛成討論

　

令
和
２
年
度
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
念
頭
に
市
民
と
と
も

に
進
め
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
へ
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
社
会
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
課
題
が
山
積
す
る
中
、

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、「
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
」

を
掲
げ
、
ど
の
施
策
も
市
民
視
点
に
立
っ
た
も
の
で

あ
り
、
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
成
果
を
上

げ
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員　

佐
藤　

幸
淑　

つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
全
員
で
の

総
括
質
疑
と
４
分
科
会
を
設
置
し
て
慎
重
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
15
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
課
題
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
一
関
事
業
所

跡
地
と
建
物
取
得
に
関
す
る
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
条
例
１
件
と
補
正
予
算
１
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。議

審
案
議

審
議
し
た
主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
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提
出
者

　

産
業
経
済
常
任
委
員
長

佐　

藤　
　
　

浩

　

森
林
は
地
域
の
資
源
と
い
う

視
点
か
ら
、
積
極
的
な
活
用
を

推
進
し
、
伐
採
、
造
林
の
循
環

に
よ
り
産
業
と
し
て
持
続
す
る

よ
う
施
策
を
展
開
し
、
里
山
の

再
生
、
放
置
竹
林
の
拡
大
抑
制

や
熊
な
ど
の
野
生
動
物
対
策
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
よ
る

地
域
創
生
の
実
現
を
目
指
し
、

こ
の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

（
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
）

補

正

予

算

〇
議
案
第
70
号　

令
和
３
年
度

一
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ズ
株
式
会
社
一
関
事
業
所
跡

地
を
段
階
的
に
取
得
す
る
た

め
、
土
地
開
発
基
金
に
１８
億

９
９
０
０
万
円
を
積
み
立
て
る

と
と
も
に
、
建
物
の
一
部
を
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
施
設
等
と

し
て
整
備
す
る
た
め
の
実
施
設

計
業
務
を
行
う
た
め
、
所
要
の

補
正
を
行
う
も
の
。

《
反
対
討
論
》

菅
野　

恒
信　

議
員

　

第
一
に
、
今
市
民
が
困
っ
て

い
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ

る
。
第
二
に
、
市
の
進
め
方
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
拙
速
さ
、
そ

し
て
情
勢
判
断
に
欠
け
る
大
き

な
疑
問
が
あ
る
。
２
０
２
０
年

の
文
部
科
学
省
と
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
機

関
と
の
意
見
交
換
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

計
画
に
参
加
す
る
資
金
的
余
裕

は
な
い
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
２
月
の
衆
議

院
予
算
委
員
会
で
も
、
先
の
見

通
し
が
な
い
状
況
で
、
準
備
研

究
所
に
投
資
す
る
こ
と
は
、
国

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し

い
と
の
答
弁
が
さ
れ
た
。
否
決

さ
れ
て
間
も
な
く
再
提
案
し
た

こ
と
は
行
政
へ
の
信
頼
低
下
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

《
賛
成
討
論
》

千
田　

恭
平　

議
員

　

議
員
全
員
協
議
会
で
、
こ
の

議
案
に
対
し
て
の
説
明
が
再
度

行
わ
れ
た
が
、
反
対
意
見
に
対

す
る
回
答
は
丁
寧
に
な
さ
れ
た

と
感
じ
た
。
ま
た
、
８
月
に
２

つ
の
要
望
書
が
議
会
に
提
出
さ

れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
跡
地
を
民
間
企
業

が
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
こ
れ
ま
で
市
民
と
と
も
に

ま
と
め
て
き
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
考
慮
し
た
方
向
性
と
異

な
る
活
用
と
な
る
懸
念
を
示
す

も
の
と
、
跡
地
を
早
期
に
取
得

し
、
利
活
用
に
向
け
た
議
論
と

取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
る
べ
き

と
い
う
も
の
で
、
将
来
に
向
か
っ

て
対
策
を
打
ち
出
し
、
一
歩
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

千
葉　

信
吉　

議
員

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

一
ノ
関
駅
周
辺
整
備
は
今
後
求

め
ら
れ
る
大
き
な
事
業
で
あ

り
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
跡
地
を
取
得
し
、

利
活
用
す
る
こ
と
は
一
関
に

と
っ
て
次
世
代
に
希
望
を
つ
な

げ
る
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

き
な
事
業
と
考
え
る
。
駅
前
一

等
地
を
大
手
不
動
産
が
取
得
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
虫
食
い
乱

開
発
が
危
惧
さ
れ
、
市
が
取
得
、

利
活
用
に
向
け
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
最
善
と
考
え
る
。

（
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
）

〇
議
案
第
71
号　

令
和
３
年
度

一
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

め
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
67
号　

一
関
市
土
地

開
発
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ズ
株
式
会
社
一
関
事
業
所
跡
地

を
取
得
す
る
た
め
、
基
金
の
額

を
増
額
す
る
と
と
も
に
土
地
取

得
後
に
は
増
額
し
た
額
を
減

額
、
処
分
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
現
在
の
条
例
に
は
減

額
、
処
分
の
定
め
が
な
い
こ
と

か
ら
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

（
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
）

〇
議
案
第
6８
号　

一
関
市
過
疎

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
、
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、
租
税
特
別
措
置
法
な
ど
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
対

象
と
す
る
地
域
の
拡
充
や
適
用

期
間
を
延
長
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
6９
号　

一
関
市
過
疎

地
域
自
立
促
進
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
、
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
策
定
す
る

一
関
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
に
お
い
て
基
金
を
活
用
し

な
い
こ
と
か
ら
条
例
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

※
発
委
…
委
員
会
か
ら
の
提
案

〇
発
委
第
７
号　

一
関
市
議
会

基
本
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

提
出
者

　

議
会
運
営
委
員
長

勝　

浦　

伸　

行

　

議
会
の
広
聴
広
報
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、
議
会
報
編
集
特

別
委
員
会
を
広
聴
広
報
委
員
会

と
す
る
こ
と
と
し
、
一
関
市
議

会
基
本
条
例
及
び
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
発
委
第
８
号　

地
元
の
森
林

を
活
か
す
一
関
市
林
業
振
興
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
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山
本　

佳
範
（
6４
歳
） 

中
里

松
岡
千
賀
子
（
４４
歳
） 

狐
禅
寺

菅
原　

吉
昭
（
５７
歳
） 

滝
沢

佐
藤　

洋
子
（
6５
歳
） 

厳
美
町

佐
藤　

宗
雄
（
７４
歳
） 

厳
美
町

佐
藤　

圭
一
（
6５
歳
） 

舞
川

佐
藤　

和
幸
（
6２
歳
）花
泉
町
永
井

佐
藤
多
賀
幸
（
6７
歳
）花
泉
町
涌
津

小
澤　
　

仁
（
５０
歳
）花
泉
町
花
泉

及
川　

治
雄
（
6９
歳
）花
泉
町
老
松

鈴
木　
　

勝
（
66
歳
）大
東
町
大
原

佐
藤　

喜
明
（
４４
歳
）大
東
町
鳥
海

畠
山　
　

洯
（
6７
歳
）大
東
町
曽
慶

石
川　

誠
司
（
７５
歳
）大
東
町
渋
民

佐
藤　
　

繁
（
７３
歳
）千
厩
町
千
厩

千
田　

幹
雄
（
７１
歳
）千
厩
町
小
梨

鈴
木　

弘
也
（
４２
歳
）東
山
町
長
坂

佐
藤　

想
司
（
6１
歳
）東
山
町
田
河
津

藤
原
美
喜
男
（
6２
歳
）室
根
町
折
壁

千
葉　

綾
雄
（
７３
歳
）室
根
町
矢
越

遠
　

勝
幸
（
6２
歳
）川
崎
町
門
崎

佐
々
木
栄
一
（
66
歳
）藤
沢
町
黄
海

畠
山　

信
吾
（
6０
歳
）藤
沢
町
藤
沢

佐
藤
和
威
治
（
6８
歳
）藤
沢
町
増
沢

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次

の
３
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
も
満
場
で
同
意

し
た
。

佐
々
木
公
輝 

氏
７２
歳

弥
栄

佐
野　

容
子 

氏
66
歳

大
東
町
摺
沢

鈴
木　
　

哲 

氏
４6
歳

大
東
町
大
原

専

決

処

分

〇
報
告
第
17
号　

自
動
車
事
故

に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
に

関
す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
てそ

の

他

〇
報
告
第
16
号　

令
和
２
年
度

一
関
市
水
道
事
業
会
計
予
算
継

続
費
の
精
算
の
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
、
２
年
度
の
２

カ
年
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し

た
、
脇
田
郷
浄
水
場
中
央
監
視

制
御
設
備
更
新
事
業
及
び
本
町

浄
水
場
整
備
事
業
の
継
続
費
に

つ
い
て
精
算
報
告
す
る
も
の
。

〇
報
告
第
1８
号　

一
関
市
一
般

会
計
に
係
る
債
権
の
放
棄
の
報

告
に
つ
い
て

　

一
関
市
債
権
管
理
条
例
の
規

　

学
校
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備

事
業
費
の
増
額
、
農
作
物
災
害

復
旧
対
策
事
業
費
補
助
金
の
追

加
及
び
令
和
２
年
度
決
算
剰
余

金
の
計
上
な
ど
、
所
要
の
補
正

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
72
号　

令
和
３
年
度

一
関
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

事
業
勘
定
に
お
い
て
、
令
和

２
年
度
決
算
剰
余
金
を
国
民
健

康
保
険
事
業
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
す
る
た
め
、
所
要
の

補
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
73
号　

令
和
３
年
度

一
関
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

令
和
２
年
度
の
一
関
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
お
け

る
決
算
剰
余
金
に
よ
り
、
岩
手
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
を
精
算
す
る
た
め
、
所
要

の
補
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
８1
号　

令
和
３
年
度

一
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

中
小
企
業
家
賃
支
援
給
付
費

及
び
感
染
対
策
認
証
店
応
援
給

付
費
の
追
加
な
ど
、
所
要
の
補

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　

感
染
対
策
の
認
証
を
受

け
て
い
る
店
を
応
援
し
よ
う
と

す
る
も
の
だ
が
、
認
証
を
こ
れ

か
ら
受
け
た
い
と
い
う
方
々
へ

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

感
染
対
策
認
証
店
給
付

金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
認
証

を
受
け
て
い
る
店
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
認
証
を
受
け
る

店
に
つ
い
て
も
対
応
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
　
　

産
業
用
地
へ
の
立
地
予

定
の
企
業
も
決
ま
っ
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
の
整
備
内
容
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和

５
年
１
月
の
貸
付
開
始
ま
で
の

間
に
土
地
の
造
成
、
貸
付
用
地

内
の
道
路
の
整
地
を
終
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
終
了
後
に
企
業

が
建
物
建
設
を
始
め
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

請
負
契
約
の
締
結

〇
議
案
第
８0
号　

真
柴
地
区
産

業
用
地
（
仮
称
）
造
成
工
事
の

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

真
柴
地
区
産
業
用
地
（
仮

称
）
造
成
工
事
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
８
月
４
日
入
札
に
付
し

た
と
こ
ろ
、
株
式
会
社
平
野
組

が
落
札
し
た
の
で
、
同
社
と

４
億
４
５
５
０
万
円
で
請
負
契

約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

財

産

の

取

得

〇
議
案
第
74
号　

財
産
の
取
得

に
つ
い
て

　

大
東
バ
ス
セ
ン
タ
ー
に
配
備

す
る
市
営
バ
ス
用
車
両
に
つ
い

て
、
取
り
扱
い
が
可
能
な
も
の

が
２
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
随

意
契
約
と
し
、
当
該
２
社
か
ら

見
積
り
を
徴
し
、
予
定
価
格
の

範
囲
内
で
最
低
価
格
で
あ
る
株

式
会
社
フ
ジ
テ
ッ
ク
岩
手
か
ら

３
４
６
５
万
円
で
取
得
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命

　

農
業
委
員
会
の
委
員
と
し

て
、
次
の
２４
人
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
満
場

で
同
意
し
た
。
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定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に

行
っ
た
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の
。

〇
報
告
第
1９
号　

一
関
市
水
道

事
業
会
計
に
係
る
債
権
の
放
棄

の
報
告
に
つ
い
て

　

一
関
市
債
権
管
理
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に

行
っ
た
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の
。

〇
議
案
第
75
号　

字
の
区
域
の

変
更
に
つ
い
て

　

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
滝
沢
地
区
の
施
工
に
伴

い
、
字
の
区
域
の
変
更
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
76
号　

一
関
市
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
、
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

　
　
　

今
回
の
過
疎
法
は
人
材

質
疑

育
成
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
を
一
つ

の
柱
と
し
て
い
る
が
、
ソ
フ
ト

事
業
の
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

本
計
画
に
お
け
る
事
業

費
ベ
ー
ス
で
の
ソ
フ
ト
事
業
の

比
率
は
１１
・
２
％
と
な
っ
て
お

り
、
自
立
促
進
計
画
に
お
け
る

比
率
と
比
べ
４
・
６
％
上
昇
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
77
号　

令
和
２
年
度

一
関
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　

剰
余
金
１０
憶
４
２
３
２
万 

３
２
４
６
円
の
う
ち
、
５
億 

１
５
０
万
６
３
６
９
円
を
建
設

改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
、
建

設
改
良
の
財
源
と
し
て
令
和
２

年
度
に
取
り
崩
し
た
建
設
改

良
積
立
金
及
び
減
債
積
立
金

５
億
４
０
８
１
万
６
８
７
７
円

を
自
己
資
本
金
へ
組
み
入
れ
よ

う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
7８
号　

令
和
２
年
度

一
関
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て

　

剰
余
金
１
７
９
４
万
３
５
５
６

円
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積
み

答
弁

立
て
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

〇
議
案
第
7９
号　

令
和
２
年
度

一
関
市
下
水
道
事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て
　

剰
余
金
２
憶
５
７
８
６
万 

４
０
２
９
円
の
う
ち
、
１
億 

６
５
４
５
万
２
０
０
０
円
を
減

債
積
立
金
に
積
み
立
て
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

（
賛
成
満
場
に
よ
り
可
決
）

意

見

書

　

次
の
意
見
書
を
、
関
係
機
関

へ
送
付
し
ま
し
た
。

〇
発
委
第
６
号　

コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

　

提
出
者

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
特
別
委
員
長

槻
山　
　

隆

（
賛
成
満
場
に
よ
り
採
択
）

【表決が分かれた案件】
議案第67号 一関市土地開発基金条例の一部を改正する条例の制定について 賛成少数 否　決

議案第70号 令和３年度一関市一般会計補正予算（第５号） 賛成少数 否　決

認定第１号 令和２年度一関市一般会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決

認定第２号 令和２年度一関市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決

認定第３号 令和２年度一関市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決

認定第９号 令和２年度一関市水道事業会計決算の認定について 賛成多数 可　決

発委第８号 地元の森林を活かす一関市林業振興条例の制定について 賛成多数 可　決

一関市議会

公 明 党

日本共産党

一関市議団
一　　政　　会 希　望 清　　和　　会

会派に属さ

な い 議 員

岩
渕　
　

優

小
岩　

寿
一

藤
野　

秋
男

岡
田
も
と
み

菅
野　

恒
信

小
野
寺
道
雄

佐
藤　

幸
淑

岩
渕　

典
仁

永
澤　

由
利

千
田　

良
一

佐
藤
敬
一
郎

菅
原　
　

巧

千
葉　

大
作

橋
本　

周
一

金
野　

盛
志

千
葉　

信
吉

岩
渕　

善
朗

千
葉　

幸
男

勝
浦　

伸
行

門
馬　
　

功

佐
々
木
久
助

佐
藤　
　

浩

小
山　

雄
幸

千
田　

恭
平

佐
藤　

雅
子

沼
倉　

憲
二

武
田
ユ
キ
子

那
須
茂
一
郎

槻
山　
　

隆

議案第67号 ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ×

議　

長

議案第70号 ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ×

認定第１号 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

認定第２号 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

認定第９号 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

発委第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※○は賛成、×は反対、－は退席
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

ほ
か
１４
件
の
決
算
関
係
議
案
の

審
査
の
た
め
、
８
月
１７
日
に
決

算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行

い
、
委
員
長
に
は
本
員
が
、
副

委
員
長
に
は
永
澤
由
利
委
員
が

選
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
執
行
部

か
ら
議
案
の
補
足
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

８
月
２７
日
に
９
名
の
委
員
が

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
慎
重
審
査
の
た
め
、

常
任
委
員
会
単
位
の
４
分
科
会

を
設
置
し
、
所
管
に
係
る
決
算

議
案
を
分
割
付
託
し
、
８
月
３１

日
、
９
月
１
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
分
科
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
を
９
月
７
日
の
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
各
分
科

委
員
長
よ
り
報
告
を
受
け
て
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
し
て

の
結
論
を
得
る
た
め
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
関
連
議
案
３
件

は
賛
成
満
場
で
可
決
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
４
件
は
賛
成

多
数
で
、
ほ
か
８
件
の
認
定
議

案
は
賛
成
満
場
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
に
お
い
て

は
、
産
業
経
済
分
科
会
か
ら
出

さ
れ
た
４
つ
の
意
見
を
付
し
、

そ
の
結
果
を
９
月
９
日
の
本
会

議
で
議
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

【
意
見
】

・ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
低
迷
す
る

市
内
経
済
の
回
復
を
図
る
た

め
、
令
和
２
年
度
に
実
施
し

た
対
策
を
検
証
し
、
生
活
支

援
も
含
む
新
た
な
経
済
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
。

・ 

所
管
す
る
施
設
等
に
つ
い

て
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
確
実
な
推
進
を
図
る

こ
と
。

・ 

国
営
事
業
で
実
施
し
た
農
地

開
発
事
業
に
対
す
る
負
担

金
、
補
助
金
等
に
つ
い
て
、

そ
の
効
果
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
未
利
用
地
の
解
消

に
努
め
る
こ
と
。

・ 

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
、

有
害
獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
中
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
や
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
は
、
地

域
農
業
の
維
持
に
有
効
な
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
知
、

活
用
を
図
る
こ
と
。

決算審査特別委員会報告
　決算審査特別委員会は、各分科会を含め５日間にわたって開催し、「令和２年度一関市一般会計

決算」ほか、決算関係の議案の審査を行いました。

委
員
長
　

佐
藤　

雅
子

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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総
括
質
疑
は
８
月

　

総
括
質
疑
は
８
月
２７２７
日
に
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
け
る
予
算
執
行
の
結
果
を
総
括
的
に
審
査
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て

日
に
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
け
る
予
算
執
行
の
結
果
を
総
括
的
に
審
査
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
者
は
、
岩
渕
優
（
一
関
市
議
会
公
明
党
）
、
藤
野
秋
男
、
菅
野
恒
信
（
日
本
共
産
党
一
関
市
議
団
）
、
千
葉
大
作
、
千
田

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
者
は
、
岩
渕
優
（
一
関
市
議
会
公
明
党
）
、
藤
野
秋
男
、
菅
野
恒
信
（
日
本
共
産
党
一
関
市
議
団
）
、
千
葉
大
作
、
千
田

良
一
（
一
政
会
）
、
金
野
盛
志
、
千
葉
信
吉
（
希
望
）
、
沼
倉
憲
二
、
勝
浦
伸
行
（
清
和
会
）
の
９
人
で
あ
り
、
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

良
一
（
一
政
会
）
、
金
野
盛
志
、
千
葉
信
吉
（
希
望
）
、
沼
倉
憲
二
、
勝
浦
伸
行
（
清
和
会
）
の
９
人
で
あ
り
、
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

市
の
庁
舎
等
に
新
電
力

を
導
入
し
た
が
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

公
共
施
設
に
お
け
る
高

圧
受
電
施
設
の
電
力
供
給
業
者

の
選
定
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
り
実
施
し
東
北

電
力
株
式
会
社
と
電
力
需
給

契
約
を
行
っ
た
。
こ
の
見
直

し
に
よ
り
８８
施
設
で
年
間
約

１
億
２
８
０
０
万
円
の
電
気
料

金
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　

大
規
模
盛
土
造
成
地
優

先
度
調
査
事
業
費
に
つ
い
て
、

調
査
の
結
果
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

盛
土
の
滑
動
や
崩
落
の

危
険
性
が
あ
る
３
１
４
カ
所
に

つ
い
て
、
現
地
の
詳
細
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
大
規
模
盛
土
造

成
地
は
6２
カ
所
と
な
っ
た
。
大

規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
を
作

成
し
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
市
民
へ
情
報
提
供
を
し
て

い
る
。
危
険
性
や
緊
急
性
の
高

い
大
規
模
盛
土
造
成
地
を
抽
出

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

　
　
　

行
政
情
報
化
推
進
事
業

費
で
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
電

子
決
裁
を
導
入
し
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
電
子
決
裁
の
導
入
は
、

パ
ソ
コ
ン
上
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
承
認
を
行
う
も
の
で
、
伝
票

の
移
動
が
不
要
と
な
り
、
決
裁

や
支
払
処
理
の
効
率
化
が
図
ら

れ
た
。
ま
た
書
類
が
減
っ
た
こ

と
に
よ
り
文
書
の
保
管
ス
ペ
ー

ス
が
縮
減
さ
れ
た
。

　
　
　

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
試
験
運
行
事
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
伺
う
。

　
　
　

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
花
泉

地
域
の
油
島
、
日
形
地
区
及
び

藤
沢
地
域
全
域
に
お
い
て
１
年

間
試
験
運
行
を
行
っ
た
。
運
行

実
績
や
利
用
者
の
意
見
な
ど
か

ら
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
導
入
が
、
利
用
者
の
利

便
性
と
運
行
の
効
率
化
を
向
上

さ
せ
る
も
の
と
評
価
し
令
和
３

年
４
月
か
ら
本
格
運
行
と
し
た
。

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

な
が
ら
、
今
後
の
調
査
手
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

有
害
獣
侵
入
防
止
柵
設

置
事
業
費
補
助
金
の
効
果
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　

一
関
市
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
行
う
国
の
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
支
援
事
業
を
補
完
す
る

市
独
自
事
業
と
し
て
、
一
関
市

有
害
獣
侵
入
防
止
柵
設
置
事
業

費
補
助
金
に
よ
り
電
気
柵
設
置

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

２
年
度
の
設
置
実
績
は
３３
件
、

受
益
戸
数
３５
戸
で
あ
り
、
設
置

延
長
１９
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、 

受
益
面
積
は
２１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
面
積
は

減
少
し
て
き
て
お
り
、
捕
獲
と

電
気
柵
設
置
の
両
面
で
鳥
獣
被

害
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
成
果
が
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　
　
　

学
校
不
適
応
児
童
の
背

景
と
要
因
、
ま
た
適
応
支
援
相

談
員
の
取
り
組
み
と
効
果
に
つ

い
て
伺
う
。

質
疑

答
弁

質
疑

　
　
　

令
和
２
年
度
に
当
市
の

小
中
学
校
で
年
間
３０
日
以
上
欠

席
し
た
児
童
生
徒
は
、
小
学
生

が
３８
人
、
中
学
生
が
９８
人
で
、

小
中
学
生
合
わ
せ
る
と
１
３
６

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

不
登
校
の
背
景
と
し
て
は
両

親
の
離
婚
や
家
庭
不
和
等
に
よ

る
家
庭
環
境
に
大
き
く
関
わ
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
人
間
関
係
を
上
手
に
築
く

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
生
徒
が

増
え
て
い
る
こ
と
、
ゲ
ー
ム
機

や
デ
ジ
タ
ル
機
器
利
用
に
よ
る

昼
夜
逆
転
の
生
活
環
境
の
乱
れ

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
及
び
家
庭
状
況
の
変

化
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
不
登
校
の
出
現
率

は
最
高
値
を
更
新
し
て
お
り
大

変
憂
慮
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
適
応
支
援
相
談
員
は

市
内
中
学
校
８
校
に
７
名
を
配

置
し
、
家
庭
訪
問
や
教
室
以
外

の
部
屋
で
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
ほ
か
、
保
護
者
の
悩
み
相
談

や
励
ま
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

答
弁

質
疑

ダ
ー
推
進
事
業
費
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実

現
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す

る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
た
と

あ
る
が
、
こ
の
内
容
と
そ
の
結

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
係
る
調
査
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

実
現
を
見
据
え
国
際
学
術
研
究

都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
人
材
育
成
拠
点
の
整
備
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

委
託
事
業
で
は
、
人
材
育
成
拠

点
の
整
備
に
向
け
、
検
討
す
べ

き
内
容
の
調
査
や
検
討
資
料
の

作
成
、
主
に
、
技
術
者
の
人
材

育
成
拠
点
と
し
て
の
機
能
や
候

補
地
と
な
る
場
所
な
ど
の
基
礎

調
査
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
の

際
に
活
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業
推
進
セ

ン
タ
ー
へ
の
提
案
な
ど
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

総

括

質

疑

総

括

質

疑
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当
分
科
会
に
付
託
さ
れ
た
総
務
部
、

会
計
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、

監
査
委
員
事
務
局
、
市
長
公
室
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
及
び
消
防
本
部
所
管
に

関
す
る
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝

法
人
市
民
税
の
税
収
が
前
年
と
比
較

す
る
と
落
ち
込
み
幅
が
大
き
い
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
経
済
の
動
向
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

　

現
年
度
分
の
法
人
市
民
税
の
収
入
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
徴
収
猶

予
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
令
和
３
年
度

の
税
収
分
を
、
本
来
の
令
和
２
年
度
に

含
め
る
と
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。

　

ま
た
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

法
人
市
民
税
の
割
合
が
１２
・
１
％
か
ら

８
・
４
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
減
額
分

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
い

う
よ
り
は
法
人
税
割
の
影
響
の
方
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
業
種
に
よ
っ
て
は
影
響
を

受
け
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

⃝

め
ぐ
り
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い

て
、
登
録
者
数
を
み
る
と
、
周
知
が
十

分
で
な
い
と
思
わ
れ
る
が
。

　

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

工
夫
し
な
が
ら
２５
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
き
た
。
こ
の
事
業
実
績
を
踏
ま

え
、
周
知
が
不
足
し
て
い
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
証
し
て
い
く
。

⃝

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
相
当
数
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
従
来

の
事
業
へ
の
支
援
内
容
を
コ
ロ
ナ
禍
に

対
応
し
た
も
の
に
変
え
て
、
活
動
を
後

押
し
し
て
い
る
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
年
度
途
中
か
ら
種
目
ご
と

に
出
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、
で
き
る
限

り
実
施
す
る
と
い
う
姿
勢
で
進
め
て
き

た
。

　

当
分
科
会
は
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
商

工
労
働
部
、
農
林
部
及
び
農
業
委
員
会

関
係
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

⃝

買
い
物
支
援
ガ
イ
ド
事
業
の
内
容
と

利
用
実
態
は
。

　

ガ
イ
ド
の
内
容
は
、
取
り
扱
い
品
目
、

配
達
範
囲
・
時
間
・
料
金
、
サ
ー
ビ
ス
対

応
地
域
な
ど
で
、
９４
事
業
者
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
利
用
の
実
態
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
外
出
を
控
え
て
い
る
方
、
自
宅
近

く
に
店
舗
が
な
い
方
、
自
宅
ま
で
物
を

運
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
、
自
動
車
の
運

転
が
で
き
な
い
方
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
。

⃝

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
宿
泊
業
界
へ

の
支
援
は
。

　

経
営
支
援
は
、
国
、
県
の
補
助
事
業

な
ど
が
あ
り
、
市
と
し
て
は
、
経
営
継

続
を
支
援
す
る
考
え
方
で
、
宿
泊
助
成

の
ほ
か
に
宿
泊
施
設
の
特
別
支
援
給
付

費
を
施
設
の
規
模
に
応
じ
て
支
給
し
た
。

⃝

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
旧
東
磐
井
地
域
の

実
態
は
。

　

令
和
２
年
度
の
出
没
通
報
件
数
は
、

大
東
地
域
１０
件
、
藤
沢
地
域
で
２
件
の

通
報
が
あ
っ
た
。

〇
主
な
付
帯
意
見

・ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
低
迷
す
る
市

内
経
済
の
回
復
を
図
る
た
め
、
実
施

し
た
対
策
を
検
証
し
、
生
活
支
援
を

含
む
新
た
な
経
済
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
。

・ 

国
営
事
業
で
実
施
し
た
農
地
開
発
事

業
に
対
す
る
負
担
金
、
補
助
金
等
に

つ
い
て
、
効
果
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
未
利
用
地
の
解
消
に
努
め
る

こ
と
。

・ 

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
有
害
獣
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
中
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
や
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、
地
域
農

業
の
維
持
に
有
効
な
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
周
知
、
活
用
を
図
る
こ
と
。分科会での審査の様子

分科会での審査の様子

決算審査特別委員会 分科会報告

総
務
分
科
会 
委
員
長
　

千
葉　

幸
男

産
業
経
済
分
科
会 

委
員
長
　

佐
藤　
　

浩
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⃝
登
記
処
理
対
策
事
業
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

令
和
２
年
度
は
３４
路
線
、
１
０
４
筆 

の
登
記
処
理
を
行
っ
た
。
残
り
４
１
０
０ 

筆
ほ
ど
で
、
特
定
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い

る
こ
と
か
ら
今
後
１０
年
を
目
標
に
登
記

処
理
を
行
う
予
定
。

⃝

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の
整
備
の

優
先
順
位
は
。

　

要
望
箇
所
は
防
護
柵
や
反
射
鏡
、
区

画
線
な
ど
い
ろ
い
ろ
出
さ
れ
て
い
る
が
、

申
請
の
あ
っ
た
現
地
を
確
認
し
、
危
険

の
度
合
い
な
ど
で
、
優
先
順
位
を
定
め

て
実
施
し
て
い
る
。

⃝

生
活
再
建
住
宅
等
支
援
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
。

　

宅
地
災
害
復
旧
工
事
補
助
金
は
、
予

算
額
が
４
９
５
５
万
５
０
０
０
円
に
対

し
、
決
算
額
が
１
０
８
２
万
６
０
０
０

円
で
、
執
行
率
は
２１
・
８
％
。
災
害
復

興
住
宅
新
築
等
補
助
金
は
、
予
算
額

が
５
０
０
万
円
に
対
し
、
決
算
額
が

２
４
０
万
円
で
、
執
行
率
は
４８
・
０
％
。

被
災
住
宅
復
旧
資
金
利
子
補
給
補
助
金

は
、
予
算
額
が
５
４
２
万
５
０
０
０
円

に
対
し
、
決
算
額
は
１
６
６
万
円
で
、 

執
行
率
は
３０
・
６
％
。
住
宅
災
害
復

旧
工
事
補
助
金
は
、
予
算
額
が
１
億 

１
８
６
３
万
２
０
０
０
円
に
対
し
、
決

算
額
が
１
億
１
３
４
７
万
８
１
３
２
円

で
、
執
行
率
は
９５
・
７
％
。
宅
地
災
害

復
旧
工
事
補
助
金
の
事
業
期
間
は
、
平

成
２３
年
度
か
ら
始
ま
り
令
和
２
年
度
が

最
終
年
度
と
な
っ
た
。

　

災
害
復
興
住
宅
新
築
等
補
助
金
の
事

業
期
間
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

⃝

公
共
下
水
道
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

普
及
率
は
４４
・
２
％
で
、
接
続
率
は

８6
・
３
％
。
工
事
説
明
会
で
制
度
の
説

明
を
行
っ
て
接
続
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

　

当
分
科
会
で
は
、
藤
沢
病
院
、
保
健

福
祉
部
、
市
民
環
境
部
、
教
育
委
員
会

所
管
に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

⃝

藤
沢
病
院
事
業

　

令
和
２
年
度
、
藤
沢
病
院
に
お
い
て

病
床
を
１０
床
減
ら
し
４４
床
に
し
、
病
床

利
用
率
は
6０
・
８
％
で
あ
っ
た
。
予
定

し
て
い
た
電
気
設
備
の
工
事
は
入
札
が

不
調
に
な
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
経

常
損
失
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
患
者
数

の
減
と
固
定
費
の
増
に
よ
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

⃝

保
健
福
祉
部

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
事
業
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
も

の
や
縮
小
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
臨
時

診
療
所
の
成
果
と
し
て
、
発
熱
の
あ
る

方
が
市
内
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
、

そ
こ
で
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
が
臨
時
診

療
所
に
行
く
と
い
う
流
れ
が
で
き
た
。

さ
ら
に
臨
時
診
療
所
で
の
体
制
が
で
き

て
い
た
た
め
に
、
民
間
の
医
療
機
関
で

の
検
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
た
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

⃝

市
民
環
境
部

　

空
き
家
に
関
す
る
相
談
は
増
え
て

い
る
。
令
和
２
年
に
お
け
る
市
内
の

特
殊
詐
欺
被
害
は
７
件
、
金
額
は

４
３
７
９
万
円
で
あ
っ
た
。
窓
口
業
務

委
託
は
令
和
２
年
２
月
か
ら
開
始
し
、

開
始
時
は
時
間
が
か
か
る
な
ど
の
苦
情

が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
ス
ム
ー
ズ
な
流

れ
に
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

⃝

教
育
委
員
会

　

中
学
生
の
社
会
体
験
学
習
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
各
学
校
で
職
業
を
調
べ
た

り
、
職
業
講
話
な
ど
を
取
り
入
れ
た
り
、

各
学
校
が
工
夫
し
て
取
り
組
ん
だ
。
修

学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
支
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
小
学
校
９
校
、
中
学

校
１6
校
で
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
た

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

分科会での審査の様子

分科会での審査の様子

決算審査特別委員会 分科会報告

建
設
分
科
会 
委
員
長
　

橋
本　

周
一

教
育
民
生
分
科
会 

委
員
長
　

千
田　

恭
平
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一
関
市
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長 
千
葉 
信
吉
　
委
員
８
名

　

編
集
会
議
を
５８
回
開
催
し
、
各
議
員

へ
の
原
稿
の
依
頼
、
収
集
そ
し
て
編

集
・
校
正
を
行
い
、
「
い
ち
の
せ
き
市

議
会
だ
よ
り
」
を
、
毎
定
例
会
（
令
和

３
年
１
月
以
降
は
各
通
常
会
議
）
後
の

年
４
回
、
計
１6
回
発
行
し
、
市
内
の
全

世
帯
と
関
係
機
関
等
へ
の
配
布
を
実
施

し
た
。

治
水
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長 

佐
藤 

雅
子
　
委
員
12
名

　

一
関
遊
水
地
事
業
を
初
め
と
す
る
治

水
対
策
や
河
川
改
修
、
北
上
川
支
流
等

の
治
水
対
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

ほ
か
、
治
水
事
業
に
関
し
、
関
係
機
関

で
あ
る
国
土
交
通
省
や
財
務
省
、
県
選

出
国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
活
動
を
実
施

し
た
。

８
月５

日　

 

議
員
全
員
協
議
会
、
放
射
能
被
害
対
策

特
別
委
員
会
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会

１0
日　

 

議
員
全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
改
革
）
、
建

設
常
任
委
員
会

１7
日　

 

本
会
議
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
治
水
対
策
特
別
委
員
会

１９
日　

 

本
会
議
、
放
射
能
被
害
対
策
特
別
委
員
会
、

議
員
全
員
協
議
会
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

幹
事
会
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
特
別
委
員
会
幹
事
会

２0
日　

 

本
会
議
、
放
射
能
被
害
対
策
特
別
委
員

会
幹
事
会

２３
日　

 

本
会
議
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
特
別
委
員
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
・

学
術
研
究
都
市
づ
く
り
調
査
特
別
委
員

会
幹
事
会
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会

２6
日　

 

放
射
能
被
害
対
策
特
別
委
員
会
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
調
査

特
別
委
員
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
・
学
術
研
究

都
市
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
（
議
会
改
革
）
、
議
会
報

編
集
特
別
委
員
会

２7
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
総
括
質
疑
）

３１
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会

９
月１

日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会

７
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
、
議
員
全
員
協

議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
改
革
）
、

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

本
会
議

１０
月１９

日　

本
会
議

２0
日　

 

議
員
全
員
協
議
会
、
総
務
常
任
委
員
会
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
教
育
民
生
常

任
委
員
会
、
広
聴
広
報
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会

２２
日　

本
会
議
、
広
聴
広
報
委
員
会

２９
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

議
員
の
任
期
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
各
特
別
委
員
会
か
ら
調
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

放
射
能
被
害
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長 
金
野 
盛
志
　
委
員
全
議
員

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
炉
心
溶
融
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放

出
に
よ
り
、
農
林
業
を
中
心
に
市
民
生

活
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
お

り
、
生
活
環
境
の
除
染
、
農
林
業
に
お

け
る
稲
わ
ら
等
の
汚
染
物
質
の
処
理
な

ど
の
放
射
能
被
害
対
策
に
関
す
る
諸
調

査
を
実
施
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
・
学
術
研
究
都
市

づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長 
沼
倉 
憲
二
　
委
員
全
議
員

　

委
員
会
、
幹
事
会
を
３２
回
開
催
し
、

講
演
会
の
聴
講
や
参
考
人
を
招
致
し
た

市
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
国
等
の
動
向
及

び
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
地
域
に
も
た
ら
す
影
響
な

ど
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
た
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長 

小
野
寺
道
雄
　
委
員
全
議
員

　

当
局
か
ら
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環

型
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
管
内

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
状
況
な
ど
の

視
察
や
、
他
市
町
に
お
け
る
先
進
的
な

事
例
の
調
査
を
実
施
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
特
別
委
員
会

委
員
長 
槻
山 
　
隆
　
委
員
全
議
員

　

幹
事
会
、
常
任
委
員
会
単
位
の
小
委

員
会
を
設
置
し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

等
に
つ
い
て
の
調
査
、
検
討
を
行
い
、

緊
急
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
対
応
策
等

に
つ
い
て
、
５
回
に
わ
た
り
提
言
書
と

し
て
市
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、
意
見

書
の
提
出
や
決
議
な
ど
を
行
っ
た
。

議 会 日 誌

特
別
委
員
会
調
査
報
告
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市政課題で活発な論戦市政課題で活発な論戦
　第86回９月通常会議の一般質問は８月19日、８月20日、８月23日の３日間、15人の

議員が登壇し、活発な議論を展開した。なお、内容については各議員の文責である。

８月19日㈭

永澤　由利　議員

１　 コロナ禍による市民生活への現状と対策につ

いて

２　協働のまちづくりについて

３　女性活躍支援について

４　市の農業施策の展開について

勝浦　伸行　議員　

１　財政状況について

２　中心市街地、ＪＲ一ノ関駅周辺整備について

３　公共施設整備における市産材の活用について

千葉　信吉　議員

１　 統合により閉校となった校舎等跡地利活用と

新たな学校建設について

２　防災・減災対策について

藤野　秋男　議員

１　国保世帯への支援策について

小岩　寿一　議員

１　害獣の駆除について

２　河川の管理について

那須茂一郎　議員

１　水道料金引き上げについて

２　バイオトイレの利用について

３　 コロナ禍における事業者に対する給付金等に

ついて

８月20日㈮

佐藤　幸淑　議員

１　ＳＤＧｓの取り組みについて

２　地域内経済循環の取り組みについて

３　水道事業について

千田　恭平　議員

１　 ＮＥＣプラットフォームズ株式会社一関事業所

跡地について

２　 コロナ禍における事業者への経済支援策につ

いて

金野　盛志　議員

１　過疎地域持続的発展計画について

２　指定管理と税制の課題について

菅野　恒信　議員

１　行政改革・集中改革プランの検証について

２　市民に親切丁寧な市政運営について

岩渕　　優　議員

１　デジタル活用支援員について

２　プッシュ型行政サービスについて

岩渕　典仁　議員

１　今後の地域経営について

２　教育行政について

８月23日㈪

沼倉　憲二　議員

１　 市政運営について〜勝部市政３期12年の総括〜

２　新しい過疎法への対応について

岡田もとみ　議員

１　 コロナ禍による児童生徒・学生支援策について

２　コロナ禍による事業者への支援強化について

３　果樹農家等への支援策について

佐藤　雅子　議員

１　 男女共同参画社会の実現に向けた取り組みに

ついて

２　人口減少対策について

３　東山地域の道路事業について

12：34PM

smart.discussvision.net/smart/ 1

　次のページから各議員の
※ＱＲコードをカメラ付き携帯

電話で読み取ると、一般質問

の様子をご覧になれます！

※ 「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。
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永澤　由
ゆ

利
り

　議員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
と
企
業
支
援
は
。

　
　
　

若
い
世
代
の
積
極
的
な
接

種
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ

る
。
企
業
支
援
は
、
令
和
３
年

度
の
経
営
支
援
策
は
、
当
初
予

算
か
ら
４
号
補
正
ま
で
１８
事
業
、

６
億
４
２
４
５
万
１
０
０
０
円
を

措
置
し
て
い
る
。
地
域
内
消
費
の

回
復
を
図
る
た
め
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
評

価
と
成
果
は
。

　
　
　

市
民
と
の
協
働
の
取
り
組

み
と
し
て
、
公
民
館
の
市
民
セ
ン

タ
ー
化
、
各
地
域
に
お
け
る
地
域

協
働
体
の
設
立
、
地
域
協
働
体
の

地
域
づ
く
り
計
画
策
定
へ
の
支

援
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
市

民
セ
ン
タ
ー
の
地
域
管
理
へ
の
移

行
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る

と
評
価
し
て
い
る
。
成
果
は
、
市

内
３３
の
地
域
に
お
け
る
地
域
協
働

体
の
設
立
及
び
地
域
づ
く
り
計
画

が
策
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

農
業
施
策
の
展
開
の
中

で
、
女
性
農
業
者
に
対
す
る
支
援

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

○コロナ禍で市民をどう守るのか

○協働のまちづくりの評価と成果は

○女性農業者に対する支援策等は

策
と
今
年
の
夏
の
高
温
で
の
小
菊

生
産
者
へ
の
支
援
を
伺
う
。

　
　
　

女
性
が
安
心
し
て
農
業
経

営
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
出
産
や
育
児
の
た
め
に
農

作
業
に
従
事
で
き
な
い
期
間
に
新

た
に
雇
用
し
た
方
へ
支
払
う
経
費

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
菊
に
つ
い
て
は
、
例

年
に
比
べ
て
７
日
ほ
ど
開
花
が
進

ん
で
、
７
月
末
の
出
荷
は
、
前
年

対
比
１
１
１
％
。
単
価
は
、
７
月

出
荷
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
単

価
割
れ
、
８
月
１０
日
は
、
前
年
対

比
９３
％
で
、
あ
る
程
度
持
ち
直
し

た
状
況
と
伺
っ
て
い
る
。

　

園
芸
品
目
の
今
後
の
生
産
振
興

に
つ
い
て
は
、
園
芸
品
目
で
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
農
業
経
営
の
柱

と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

答
弁

勝浦　伸
のぶ

行
ゆき

　議員

　
　
　

勝
部
市
政
12
年
間
の
行
財

政
改
革
の
成
果
、
今
後
の
財
政
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

市
税
等
の
自
主
財
源
は
大

幅
な
増
加
が
見
込
め
ず
、
地
方
交

付
税
は
合
併
算
定
替
え
期
間
が
縮

減
さ
れ
、
財
源
の
確
保
は
非
常
に

厳
し
い
。
自
主
財
源
の
安
定
確
保

と
歳
出
の
徹
底
的
な
見
直
し
を
行

う
。
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
や

財
政
の
健
全
化
の
取
り
組
み
に
努

め
て
き
た
こ
と
が
、
新
た
な
市
政

課
題
や
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
の
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
　
　

上
下
水
道
事
業
の
経
営
状

況
と
今
後
の
経
営
見
通
し
は
。

　
　
　

水
道
事
業
本
体
の
営
業
収

支
は
６
億
円
の
損
失
、
一
般
会
計

補
助
金
等
の
営
業
外
収
支
は
１１
億

円
の
利
益
で
水
道
事
業
全
体
で
は

５
億
円
の
純
利
益
で
あ
る
が
、
簡

易
水
道
事
業
と
水
道
事
業
統
合
後

は
、
給
水
原
価
が
供
給
単
価
を
上

回
る
原
価
割
れ
の
た
め
、
毎
年

度
６
億
円
の
営
業
損
失
が
出
て

い
る
。
ま
た
、
企
業
債
残
高
は
、

２
５
３
億
円
で
給
水
収
益
の
１０
倍

以
上
の
借
入
金
残
高
が
あ
る
。
企

業
債
残
高
の
削
減
が
大
き
な
課

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○行財政改革の成果は

○上下水道事業の現況は

○東西自由通路に関して伺う

題
。
下
水
道
事
業
本
体
の
営
業
収

支
は
約
１５
億
円
の
損
失
、
営
業
外

収
支
は
約
１８
億
円
の
利
益
で
、
全

体
で
３
億
円
の
純
利
益
で
あ
る
。

企
業
債
残
高
は
、
１
９
２
億
円
で

年
間
収
入
の
８
倍
以
上
の
残
高
で

あ
り
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
費
用
の
増
加
、
人
口
減
少
な
ど
、

下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
。

　
　
　

東
西
自
由
通
路
に
関
す
る

現
在
の
市
の
考
え
方
、
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

一
ノ
関
駅
の
東
西
を
結
ぶ

自
由
通
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

観
光
客
や
駅
の
利
用
者
の
利
便
性

の
み
な
ら
ず
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
や
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
上
で
、
そ
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

７月の高温で単価割れした小菊生産地

商店街の活性化、観光拠点として東西自由通路は重要
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千葉　信
のぶ

吉
よし

　議員

　
　
　

閉
校
と
な
っ
た
学
校
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、
課
題
が
あ
る

も
の
の
利
活
用
に
向
け
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
今
後
の
閉

校
校
舎
利
活
用
の
計
画
と
見
通
し

は
。

　
　
　

閉
校
施
設
の
利
活
用
の
進

め
方
に
つ
い
て
は
、
第
１
段
階
と

し
て
、
行
政
目
的
で
の
利
活
用
の

検
討
を
行
い
、
第
２
段
階
と
し
て
、

地
域
で
の
利
活
用
、
主
に
地
域
協

働
体
と
な
る
。
さ
ら
に
、
次
の
段

階
と
し
て
、
売
却
や
貸
付
け
に
よ

る
民
間
で
の
活
用
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
閉
校
す
る
１
、
２

年
前
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

一
関
小
学
校
は
、
築
年
数

と
、
体
育
館
を
含
め
た
施
設
設
備

等
の
状
況
を
踏
ま
え
早
急
な
建
て

替
え
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

一
関
小
学
校
は
校
舎
が
昭

和
４０
年
度
の
建
築
で
、
築
５6
年
に

な
る
。
屋
内
運
動
場
が
昭
和
４３
年

度
の
建
築
で
、
築
５３
年
に
な
る
。

校
舎
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
小
中

学
校
の
中
で
３
番
目
に
古
い
校
舎

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
一
関
市

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
お
い

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○閉校校舎等跡地利活用と新たな学校建設

○防災・減災対策は

て
、
建
築
後
５０
年
以
上
経
過
し
、

建
物
や
設
備
の
劣
化
状
況
を
示
す

健
全
度
点
数
が
４０
点
以
下
と
な
っ

て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
建
て
替

え
を
検
討
、
一
関
小
学
校
は
最
優

先
で
建
て
替
え
に
よ
る
整
備
を
実

施
す
る
施
設
で
あ
る
と
判
断
し
て

お
り
、
現
在
教
育
委
員
会
内
部
に

お
い
て
建
て
替
え
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

新
し
い
避
難
情
報
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
・
内
容

は
。

　
　
　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
警

戒
レ
ベ
ル
４
が
、
避
難
指
示
と

な
っ
た
。
こ
の
避
難
指
示
に
一
本

化
さ
れ
た
改
正
前
の
避
難
勧
告
と

い
う
も
の
は
な
く
な
っ
た
。

質
問

答
弁

藤野　秋
あき

男
お

　議員

　
　
　

国
保
世
帯
の
皆
さ
ん
か
ら

国
保
税
が
高
く
て
大
変
だ
。
所
得

は
非
課
税
世
帯
な
の
に
国
保
税
が

高
く
て
滞
納
し
た
ら
資
産
が
差
し

押
さ
え
と
な
っ
た
、
な
ど
深
刻
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
皆
保
険
制
度
は
、
世
界

に
誇
れ
る
制
度
で
あ
り
、
生
命
・

健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な

制
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
悪
は
、

資
格
証
明
書
で
の
受
診
と
な
り
窓

口
で
い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
受

診
を
控
え
重
症
化
や
亡
く
な
る
事

態
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

態
を
払
わ
な
い
人
が
悪
い
と
い
う

形
で
片
づ
け
て
し
ま
っ
て
は
、
最

も
市
民
に
身
近
な
地
方
自
治
体
と

は
言
え
な
い
。
滞
納
処
分
は
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
判
断
し
、
年
齢
や

職
業
、
生
活
実
態
な
ど
を
考
慮
し
、

慎
重
を
期
し
て
の
対
応
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
滞
納
者
の
生
存
権

が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

国
保
は
被
保
険
者
が
互
い

に
支
え
合
う
相
互
扶
助
制
度
と
認

識
し
て
お
り
、
真
面
目
に
納
付
す

る
方
々
と
の
公
平
性
を
重
ん
じ
対

応
し
て
い
る
。

　
　
　

国
保
世
帯
の
多
く
が
自
営

質
問

答
弁

質
問

○生存権を保障した国保税の徴収を

○高すぎる国保税を軽減すべき

業
者
や
農
業
者
、
退
職
し
他
の
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
々
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
低
所
得
者
が
多

く
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
加
入
者

の
年
齢
も
他
の
保
険
に
比
べ
て
高

い
こ
と
か
ら
、
医
療
費
も
多
く
か

か
る
。
退
職
後
に
ほ
と
ん
ど
の
人

が
加
入
す
る
国
保
制
度
を
市
民
皆

さ
ん
で
支
え
る
こ
と
は
、
国
保
法

第
１
条
の
健
全
な
運
営
を
確
保

し
、
も
っ
て
社
会
保
障
及
び
国
民

保
健
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
の

目
的
が
達
成
で
き
る
の
で
あ
る
。

是
非
、
今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
基
金
に

積
み
立
て
た
一
部
を
活
用
し
国
保

税
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

て
の
軽
減
は
法
定
外
で
あ
り
、
慎

重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁

改築が検討される一関小学校

一関市から送付の差押調書
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小岩　寿
ひさ

一
かず

　議員

　
　
　

害
獣
被
害
に
対
す
る
対
策

は
。

　
　
　

電
気
柵
設
置
へ
の
支
援
と

し
て
、
一
関
市
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
が
事
業
主
体
と
し
て
行

う
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援

事
業
と
、
こ
の
事
業
を
補
完
す
る

市
独
自
事
業
の
一
関
市
有
害
獣
侵

入
防
止
柵
設
置
事
業
の
補
助
金
が

あ
る
。
被
害
が
増
加
す
る
中
で
、

今
後
の
対
策
と
し
て
、
個
々
の
農

地
を
囲
う
個
別
の
柵
を
張
る
よ
り

も
、
集
落
全
体
や
隣
接
し
た
農
地

を
囲
う
グ
ル
ー
プ
柵
の
設
置
が
、

費
用
面
や
管
理
面
で
も
効
果
的
で

あ
り
、
今
後
は
国
の
事
業
を
活
用

し
た
グ
ル
ー
プ
柵
の
設
置
を
重
点

的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

地
域
ぐ
る
み
で
電
気
柵
を

張
る
場
合
の
補
助
金
は
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
が
事
業
主
体
と
し
て
、
国
の
事

業
を
使
う
仕
組
み
が
あ
り
、
こ
の

場
合
に
は
、
設
置
す
る
電
気
牧
柵

等
の
機
械
な
り
電
線
、
柱
な
ど
の

費
用
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
で
購

入
し
、
集
落
の
皆
さ
ん
に
設
置
作

業
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
な
が

ら
設
置
し
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

ハ
ン
タ
ー
を
市
の
職
員
と

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

○害獣被害の対策は

○河川の土砂撤去の問題点は

し
て
採
用
し
、
年
中
駆
除
で
き
る

体
制
を
組
め
な
い
か
。

　
　
　

猟
友
会
の
会
員
の
中
か
ら

１
８
８
名
の
方
々
を
市
の
特
別
非

常
勤
職
員
で
あ
る
一
関
市
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
員
と
し
て
委
嘱
を

し
、
市
と
連
携
を
し
て
通
年
で
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
現
時
点
で
は
専
門
部
署

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

河
川
の
土
砂
を
撤
去
す
る

際
の
問
題
点
は
何
か
。

　
　
　

撤
去
し
た
土
砂
の
処
分
と

撤
去
に
お
け
る
進
入
路
の
確
保
、

撤
去
し
た
土
砂
の
処
分
場
を
近
隣

に
確
保
で
き
ず
運
搬
費
が
多
額
と

な
る
。
河
川
の
周
辺
は
水
田
が
多

く
、
進
入
路
を
新
た
に
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
、
長
い
進
入
路
が
必

要
と
な
る
た
め
工
事
費
が
か
さ
む
。

答
弁

質
問

答
弁

那須茂
も

一
いち

郎
ろう

　議員

　
　
　

水
道
料
金
を
水
道
事
業
経

営
審
議
会
で
15
％
近
く
引
き
上
げ

る
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

方
も
多
い
。
ま
た
、
以
前
か
ら
生

活
が
大
変
な
方
も
い
る
。
そ
う
い

う
方
の
分
は
引
き
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
は
経
費
節
減
の

取
り
組
み
を
進
め
水
道
料
金
の
改

定
を
行
わ
ず
、
水
道
事
業
の
経
営

を
行
っ
て
き
た
。
近
く
財
源
繰
り

越
し
額
が
１０
億
円
を
下
回
り
、
令

和
８
年
度
に
は
枯
渇
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
ま
た
施
設
等
の
更
新
需

要
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
料
金

改
定
に
よ
り
、
３
億
４
０
０
０
万

円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　

水
を
使
わ
な
い
自
己
完
結

型
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
、
く
み
取

り
し
な
く
て
よ
い
、
に
お
わ
な
い
、

日
常
の
個
人
の
負
担
が
少
な
い
、

非
常
に
便
利
な
ト
イ
レ
で
あ
る
。

下
水
道
は
、
人
口
減
少
社
会
に
向

け
て
、
近
い
将
来
、
管
路
や
終
末

処
理
場
の
維
持
管
理
に
大
変
な
負

担
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
点
、
バ

イ
オ
ト
イ
レ
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
構
想
に
最
適
だ
と
思
う
。

　
　
　

バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
次
の

４
点
の
課
題
が
あ
る
。
１
つ
目
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○水道料金　今は据え置きを

○バイオトイレの普及を図る考えはないか

○コロナ禍の事業者に３割以下でも支援を

建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
公
共

下
水
道
区
域
内
で
は
水
洗
ト
イ
レ

以
外
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
２

つ
目
は
お
が
く
ず
等
の
供
給
、
使

用
後
の
処
理
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
。
３
つ
目
は
生
活
雑
排
水
処

理
の
た
め
の
装
置
を
入
れ
る
た

め
、
導
入
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
。

４
つ
目
は
国
の
補
助
制
度
や
財
政

上
の
支
援
措
置
が
な
い
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

収
入
が
１
割
、
２
割
減
収
の
事
業

者
も
救
済
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

事
業
者
の
影
響
調
査
、
経

済
団
体
や
、
各
地
域
の
事
業
代
表

者
と
の
懇
談
な
ど
か
ら
経
営
へ
の

影
響
を
考
え
て
設
定
し
て
き
た
。

支
援
を
必
要
と
す
る
事
業
者
に
適

切
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。

質
問

答
弁

イノシシに掘られた畦畔

水道料金上がるのか？
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佐藤　幸
ゆき

淑
とし

　議員

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
　
　

ま
ず
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
情
報
発
信
、
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
Ｆ
Ｍ
あ
す
も
を

通
じ
た
情
報
発
信
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
内
容
を
協
議
中
だ
。
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
今
を
生
き
る
私
た
ち

は
、
未
来
の
世
代
に
持
続
可
能
で

誰
も
が
幸
せ
に
思
え
る
社
会
を
渡

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
継
続
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

推
進
し
「
未
来
を
見
つ
め
、
世
界

が
憧
れ
る
ま
ち
い
ち
の
せ
き
」
こ

れ
を
目
指
し
て
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

地
域
内
経
済
循
環
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

　
　
　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
地
域
と
す
る
た
め
に
は
、
地

域
内
の
産
業
が
稼
ぐ
力
を
高
め
地

域
内
で
循
環
す
る
所
得
や
資
金
の

流
れ
を
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
市
内
企
業
や
産
業
間
の
連

携
を
深
め
、
高
め
、
地
域
内
の
資

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○ＳＤＧｓの取り組みは

○地域内経済循環の取り組みは

○水道事業の見通しは

源
を
活
用
し
て
付
加
価
値
の
高
い

商
品
を
生
産
、
販
売
し
稼
ぐ
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
取
り
組
み

が
若
者
の
定
着
や
市
外
か
ら
の
人

の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
と
考
え

て
お
り
、
一
関
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　
　

水
道
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
は
経
費
節
減
の

取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
き
た

が
、
水
道
管
路
な
ど
の
施
設
更
新

需
要
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
水
道
料
金
の
改
定
を
一

関
市
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
諮

問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
水
道
施

設
の
規
模
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
、

使
用
す
る
水
量
も
減
少
す
る
見
込

み
か
ら
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

質
問

答
弁

千田　恭
きょう

平
へい

　議員

　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
跡
地
取
得
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の

進
め
方
を
伺
う
。

　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ズ
の
社
長
に
市
議
会
の
判
断
は

否
決
だ
っ
た
旨
を
直
接
報
告
し

た
。
一
方
で
市
内
各
種
団
体
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
１３
回
、
合
計
で
２４
団
体
、

延
べ
９１
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
を
深
め
た
。
参
加
者
か

ら
は
跡
地
の
利
活
用
案
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
現
時
点
で
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
全
く
白
紙

の
状
態
で
あ
り
、
新
た
に
お
示
し

で
き
る
も
の
は
何
も
な
い
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
市
内
事
業
者
は
売
り
上
げ
の

減
少
に
苦
慮
し
て
い
る
。
市
で
は

事
業
者
の
現
状
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
か
。
現
在
の
支
援
制
度
の
実

績
は
。

　
　
　

昨
年
４
月
か
ら
毎
月
末
日

を
基
準
日
と
し
て
岩
手
県
、
県
内

各
商
工
会
議
所
、
連
合
会
が
連
携

し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
支
援
を
要
す

る
分
野
、
業
種
に
事
業
継
続
や
雇

用
維
持
へ
の
支
援
な
ど
打
ち
出
し

て
き
た
。
市
内
事
業
者
へ
の
影
響

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○ＮＥＣ跡地はどうなる

○コロナ禍における経済支援策は

に
つ
い
て
は
、
回
答
事
業
者
の
８

割
以
上
に
影
響
が
続
い
て
お
り
、

そ
の
う
ち
令
和
元
年
６
月
の
売
り

上
げ
か
ら
の
減
少
率
が
２０
％
を
超

え
る
事
業
者
は
全
体
の
約
６
割
で

あ
る
。
な
か
で
も
飲
食
業
、
宿
泊

業
は
長
期
に
わ
た
り
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

よ
り
詳
細
な
経
営
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
、
市
内
事
業
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
一
関
商
工

会
議
所
と
連
携
し
て
実
施
す
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
へ
の

相
談
内
容
は
、
市
を
は
じ
め
国
や

県
が
現
在
実
施
し
て
い
る
各
種
支

援
策
の
内
容
や
相
談
者
が
支
援
の

対
象
に
な
る
か
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
。

持続可能な一関へ

一ノ関駅の東口に残るNEC跡地

一ノ関駅一ノ関駅

（東口）（東口）

第
２

工
場

第
２

工
場

第
３

工
場

第
３

工
場

第
11工

場

第
12工

場第
10工

場

第
１

工
場
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金野　盛
せい

志
し

　議員

　
　
　

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
（
い
わ
ゆ
る
過
疎
計
画
）
は
、

今
日
ま
で
、
道
路
整
備
等
の
社
会

資
本
整
備
等
の
推
進
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
７
年
度
の
５
年
間
で
、
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
考
え
か
伺

う
。
ま
た
、
従
来
の
ハ
ー
ド
中
心

か
ら
人
材
育
成
な
ど
の
ソ
フ
ト
に

も
取
り
組
む
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

こ
の
計
画
で
は
、
市
の
総

合
計
画
等
、
骨
格
の
施
策
と
整
合

を
図
り
、
具
体
の
事
業
と
し
て
、

移
住
定
住
や
介
護
人
材
育
成
な
ど

を
推
進
し
て
い
く
。
重
点
的
施
策

を
特
に
定
め
て
い
な
い
が
、
少
子

高
齢
化
対
策
を
中
心
に
若
者
の
地

元
定
着
、
子
育
て
支
援
等
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
施
策
の
組
み

立
て
を
し
て
い
く
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
か
ら
５

年
度
に
見
込
む
事
業
費
は
総
額

３
８
１
億
円
余
で
、
ハ
ー
ド
は

３
３
９
億
円
余
、
ソ
フ
ト
が
４２
億

円
余
と
し
て
い
る
。

　
　
　

地
域
協
働
体
が
指
定
管
理

で
運
営
す
る
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
費
は
、
業
務
請
負
と
な
っ

て
お
り
、
国
税
の
解
釈
で
は
、
収

質
問

答
弁

質
問

○過疎地域持続的発展計画の推進はいかに

○指定管理料への課税を減免すべきでないか

益
と
み
な
さ
れ
て
、
法
人
市
民
税

の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
扱
い
は
、
他
の
自
治
体
等

の
事
例
で
も
差
異
が
あ
る
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
料

を
収
益
と
す
る
こ
と
は
馴
染
ま
な

い
の
で
な
い
か
。
市
に
お
い
て
、

税
を
減
免
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

地
域
協
働
体
は
、
地
域
と

連
携
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
組
織
と
認
識
し
て
い

る
。
減
免
措
置
は
、
租
税
負
担
の

公
平
の
観
点
か
ら
強
い
公
益
性
が

あ
る
場
合
は
行
う
こ
と
が
可
能
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か

ら
、
関
係
部
署
で
協
議
を
進
め
、

条
例
改
正
に
よ
る
減
免
や
交
付
金

等
に
よ
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

新
年
度
予
算
の
調
整
時
期
を
目
処

に
検
討
を
行
う
。

答
弁

菅野　恒
つね

信
のぶ

　議員

　
　
　

８
５
２
カ
所
あ
っ
た
保
健

所
を
４
７
２
カ
所
に
削
減
、
４
３
６

も
の
公
立
病
院
を
縮
小
す
る
よ
う

な
国
の
行
政
改
革
に
よ
ら
な
い
市

の
行
政
改
革
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
の
行
政
改
革
が
正
し

か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
お
答

え
す
る
こ
と
に
は
迷
い
が
あ
る

が
、
我
々
は
正
し
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　

市
民
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管

理
に
な
っ
て
５
年
に
な
る
。
以
前

市
長
は
５
年
た
っ
た
ら
検
証
を
行

い
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
第
三

者
を
入
れ
た
検
証
を
行
う
べ
き
で

な
い
か
。

　
　
　

第
三
者
に
よ
る
検
証
は
考

え
て
い
な
い
が
、
３
年
に
一
度
指

定
管
理
施
設
の
雇
用
条
件
に
関
す

る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
第
４
次

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
外
部
の
視

点
に
よ
る
評
価
を
行
う
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

　
　
　

平
成
26
年
度
に
指
定
管
理

の
正
規
職
員
比
率
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
2８
％
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
最
近

の
比
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

市
民
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

の
正
職
員
比
率
は
、
平
成
３０
年
度

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○保健所を削減するような行政改革の転換を

○市民要望に耳を傾け親切丁寧な市政を

は
１９
・
２
％
、
令
和
３
年
度
で
は

３１
・
３
％
で
あ
っ
た
。

　
　
　

平
成
27
年
度
に
公
民
館
か

ら
市
民
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
た

際
、
正
規
職
員
比
率
を
含
め
、
意

欲
の
持
て
る
待
遇
を
図
る
と
い
う

附
帯
意
見
が
決
議
さ
れ
た
が
。

　
　
　

市
の
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
を
参
考
に
積
算
し
て
い
る
の

で
妥
当
性
が
あ
る
。

　
　
　

年
度
末
、
総
合
発
展
計
画
、

国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
指
定
、

障
が
い
者
計
画
な
ど
多
く
の
計
画

や
目
標
が
定
め
ら
れ
た
。
市
民
に

は
わ
か
ら
ず
、
住
民
自
治
が
軽
く

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

指定管理されている市民センター

市民・地域を守る地方自治・SDGsの確立を
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岩渕　　優
まさる

　議員

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
の
配
置
は

　
　
　

総
務
省
で
は
、
高
齢
者
な

ど
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
が
あ
る

方
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員

の
配
置
を
推
進
し
て
い
る
が
、
当

市
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
格
差
の
解
消
に
向
け
て
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
締
結
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
未
来
へ
つ

な
ぐ
人
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

連
携
協
定
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
さ
ら
に
効
果
的
で
あ

る
か
、
協
定
に
基
づ
い
て
市
が
同

社
の
社
員
を
委
嘱
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
検
討

し
て
い
く
。

プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

移
行
は

　
　
　

プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
行
政
の
側
か
ら
住
民
に

必
要
な
情
報
を
積
極
的
に
知
ら
せ

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
対
象
者
が
漏
れ
な
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民

が
み
ず
か
ら
申
請
す
る
こ
と
を
利

用
の
前
提
と
し
た
申
請
主
義
に
基

質
問

答
弁

質
問

○デジタル活用支援員の配置は

○プッシュ型行政サービスへの移行は

づ
い
て
い
る
。
制
度
の
対
象
者
で

あ
っ
て
も
、
情
報
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
申
請
に
至
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、

申
請
主
義
の
弊
害
解
消
を
目
指
し

て
、
住
民
の
問
い
合
わ
せ
を
待
た

ず
に
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
て
い
く
プ
ッ
シ
ュ
型
の
仕

組
み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
当
市
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

　
　
　

誰
も
が
簡
単
に
利
用
で
き

て
使
い
や
す
い
市
か
ら
の
情
報
提

供
の
仕
組
み
づ
く
り
を
引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。
プ
ッ
シ
ュ
型
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
が

大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

岩渕　典
のり

仁
ひさ

　議員

　
　
　

一
関
市
と
和
歌
山
県
新

宮
市
は
、
友
好
都
市
提
携
を
締

結
し
た
。
一
関
市
と
新
宮
市
は
、

１
３
１
３
年
に
守
護
職
葛
西
氏
が

奥
七
郡
の
鎮
守
と
し
て
、
紀
州
牟

婁
峯
郡
の
新
宮
村
（
現
在
の
新
宮

市
）
か
ら
熊
野
速
玉
大
社
神
霊
を

勧
請
し
た
こ
と
に
よ
り
、
深
い
歴

史
的
宿
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
関

係
に
あ
る
。
都
市
間
交
流
は
、
教

育
交
流
と
行
政
交
流
に
加
え
て
、

産
業
や
観
光
の
分
野
で
の
経
済
交

流
、
ま
た
、
お
互
い
の
自
然
災
害

時
に
、
医
療
器
具
や
生
活
必
需
品

な
ど
の
支
援
物
資
を
提
供
す
る
な

ど
の
災
害
時
相
互
応
援
、
協
力
の

視
点
も
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

今
後
の
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
間

の
都
市
間
交
流
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
展
開
し
て

い
く
考
え
か
伺
う
。

　
　
　

姉
妹
都
市
で
あ
る
と
か
友

好
都
市
と
し
て
交
流
を
重
ね
て
い

き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
の

交
流
で
結
ば
れ
た
絆
を
大
切
に
、

災
害
時
の
相
互
応
援
に
つ
い
て

も
、
人
的
支
援
、
物
的
支
援
に
よ

り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

質
問

答
弁

質
問

○都市間交流

○コミュニティ・スクール

ル
は
、
学
校
と
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
一
緒
に
協
働
し
な

が
ら
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を

支
え
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
を
進
め
る
法
律
に
基
づ

い
た
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
試
行

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

本
年
度
は
、
市
内
小
中
学

校
の
中
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
学
校

１０
校
を
指
定
し
、
そ
の
実
施
に
向

け
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
指
定
し
た
１０
校
の
校
長

で
組
織
す
る
学
校
運
営
協
議
会
推

進
校
長
会
議
を
４
回
開
催
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

答
弁

I CT 活用で民間企業と連携協定

友好都市提携調印式（７月21日）
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沼倉　憲
けん

二
じ

　議員

市
政
運
営
の
総
括
に
つ
い
て

　
　
　

勝
部
市
長
３
期
12
年
の
市

政
執
行
者
と
し
て
の
総
括
は
。

　
　
　

各
種
政
策
を
掲
げ
て
の
取

り
組
み
は
総
体
で
順
調
に
推
移
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
総
括
は
。

　
　
　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
の
重
要
な

段
階
を
迎
え
て
お
り
政
府
の
決
断

に
向
け
自
分
自
身
が
努
力
し
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

中
東
北
の
拠
点
都
市
一
関

市
の
形
成
と
都
市
間
競
争
の
総
括

は
。

　
　
　

都
市
間
競
争
で
は
な
く
県

境
を
意
識
し
な
い
発
想
で
圏
域
の

発
展
と
牽
引
役
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　

満
10
年
を
迎
え
る
旧
藤
沢

町
と
の
合
併
の
総
括
は
。

　
　
　

地
域
医
療
の
確
保
の
た
め

病
院
事
業
が
健
全
に
継
続
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。
国
営
事

業
の
未
利
用
地
の
解
消
は
着
実
に

進
ん
で
お
り
、
住
民
自
治
の
取
り

組
み
は
市
全
体
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
先
導
的
な
取
り
組
み
と
捉

え
て
い
る
。

新
し
い
過
疎
法
へ
の
対
応
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○勝部市長３期12年の市政運営の総括は

○新しい過疎地域支援特別措置法への対応は

　
　
　

今
ま
で
の
過
疎
法
と
の
違

い
、
一
関
市
の
み
な
し
過
疎
の
指

定
要
件
は
。

　
　
　

旧
法
は
過
疎
地
域
の
自
立

促
進
を
図
る
と
さ
れ
、
新
法
は
持

続
的
発
展
を
支
援
す
る
と
な
っ
て

お
り
、
過
疎
地
域
の
人
口
や
面
積
、

財
政
力
の
要
件
に
一
関
市
が
該
当

し
た
こ
と
か
ら
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　

償
還
金
の
70
％
が
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
過
疎
債
は
、
過
疎

が
進
ん
で
い
る
東
磐
井
へ
の
充
当

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
合
計
画
の
基
本
計
画
や

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
と
の
整
合
性
を
図
り
、
市
全

体
の
持
続
的
発
展
の
視
点
で
活
用

す
る
と
と
も
に
過
疎
が
進
ん
で
い

る
地
域
へ
の
配
慮
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

岡田もとみ　議員

学
生
等
に
対
す
る
生
活
支
援
を

　
　
　

経
済
状
況
が
悪
化
し
、
影

響
を
受
け
る
子
供
へ
の
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
も
学
生

へ
の
生
活
支
援
を
求
め
る
。
ま
た
、

県
産
米
を
買
い
上
げ
、
食
糧
支
援

に
取
り
組
む
よ
う
提
案
す
る
。

　
　
　

何
ら
か
の
応
援
の
必
要
性

は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

生
理
の
貧
困
問
題
の
取
り
組
み
を

　
　
　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

ナ
プ
キ
ン
を
設
置
し
、
生
理
用

シ
ョ
ー
ツ
等
の
配
布
支
援
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
児

童
生
徒
が
学
校
生
活
に
困
る
こ
と

の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

小
規
模
事
業
者
へ
の
給
付
制
度
を

　
　
　

廃
業
す
る
こ
と
な
く
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
給
付
制

度
を
再
度
創
設
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　
　

影
響
調
査
の
結
果
な
ど
を

注
視
し
て
、
引
き
続
き
適
切
な
支

援
策
を
講
じ
る
。

地
域
企
業
経
営
支
援
金
の
拡
充
を

　
　
　

県
の
地
域
企
業
経
営
支
援

金
の
要
件
に
満
た
な
い
事
業
者

へ
、
市
独
自
支
援
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

支
援
を
必
要
と
す
る
業
種

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

○コロナ禍の児童生徒・学生支援を

○コロナ禍の事業者支援の強化を

○果樹農家等への支援策を

に
は
早
急
に
支
援
策
を
講
じ
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

起
業
者
支
援
補
助
金
の
再
開
を

　
　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
再
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

本
年
度
ほ
ぼ
予
算
額
に
達

し
、
年
度
途
中
の
追
加
募
集
は
行

わ
ず
来
年
度
改
め
て
募
集
す
る
。

凍
霜
害
・
鳥
獣
被
害
へ
支
援
策
を

　
　
　

４
月
の
低
温
や
霜
被
害
へ

の
支
援
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し

て
電
気
柵
へ
の
補
助
、
夏
の
高
温

に
よ
る
花
卉
の
生
育
障
害
へ
の
支

援
に
つ
い
て
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

凍
霜
害
被
害
は
農
薬
購
入

費
な
ど
に
補
助
。
電
気
柵
へ
の
支

援
は
４
月
末
で
予
算
額
に
達
し
終

了
し
た
が
、
今
後
限
度
額
な
ど
見

直
し
を
検
討
。
花
卉
生
産
は
関
係

機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

過疎債を活用して整備が進む市道藤沢馬場線

社会福祉協議会に設置のフードポスト
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佐藤　雅
まさ

子
こ

　議員

　
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
。

　
　
　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
期
間
と

す
る
第
４
次
い
ち
の
せ
き
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
く
。

　

第
３
次
プ
ラ
ン
に
お
い
て
の
施

策
の
柱
の
基
本
目
標
は
、
男
女
共

同
参
画
へ
の
理
解
の
促
進
、
政
策

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

拡
大
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
地

域
づ
く
り
の
推
進
、
女
性
の
活
躍

支
援
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
、
男

女
間
の
暴
力
の
根
絶
と
６
つ
掲
げ

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

成
果
と
し
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー

事
業
な
ど
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
講
座
、

研
修
等
の
開
催
回
数
、
男
女
共
同

参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
定
者
に
占

め
る
男
性
の
割
合
等
が
目
標
を
達

成
し
た
。

　

一
方
達
成
に
至
ら
な
い
も
の
の

家
事
・
育
児
等
の
役
割
の
分
担
に

つ
い
て
は
、
年
々
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
に
立
っ
た
意
識
改
革
、

地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
の
解

消
、
政
策
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
参
画
の
拡
大
が
あ
げ
ら
れ
る
。

質
問

答
弁

○男女共同参画社会の実現に向けた取り組み

○移住定住促進の現状を伺う

　

第
４
次
プ
ラ
ン
に
お
け
る
重
点

施
策
は
、
各
世
代
で
の
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
啓
発
、
個
性
へ
の

尊
重
と
多
様
性
へ
の
理
解
の
促

進
、
政
策
や
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　

移
住
定
住
の
促
進
策
は
。

　
　
　

移
住
定
住
環
境
整
備
事
業

の
取
り
組
み
と
し
て
の
移
住
者
の

住
宅
新
築
、
取
得
を
支
援
す
る
移

住
者
住
宅
取
得
補
助
金
制
度
や
市

内
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど
を

活
用
し
て
当
市
へ
移
住
し
た
実
績

は
、
令
和
元
年
度
５７
世
帯
１
４
９

人
で
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年
度
は

７７
世
帯
で
２
０
６
人
で
あ
り
、
５７

人
増
加
し
た
。

　

移
住
定
住
を
検
討
し
て
い
る
年

代
に
対
し
、
市
の
取
り
組
み
や
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
。

質
問

答
弁

会議等出席状況
７月から９月までの通常会議・常任委員会・特別委員会等について出席状況をまとめたものです。

数字の入っている項目が、各議員の所属している委員会です。

議員氏名

会議名

開
催
総
日
数

槻
山　
　

隆

沼
倉　

憲
二

岩
渕　

典
仁

佐
藤　

幸
淑

永
澤　

由
利

小
岩　

寿
一

岩
渕　
　

優

武
田
ユ
キ
子

那
須
茂
一
郎

門
馬　
　

功

佐
々
木
久
助

佐
藤　
　

浩

千
田　

良
一

佐
藤
敬
一
郎

菅
原　
　

巧

岡
田
も
と
み

菅
野　

恒
信

千
葉　

信
吉

金
野　

盛
志

勝
浦　

伸
行

小
山　

雄
幸

千
田　

恭
平

千
葉　

大
作

小
野
寺
道
雄

橋
本　

周
一

藤
野　

秋
男

岩
渕　

善
朗

千
葉　

幸
男

佐
藤　

雅
子

第85回6月通常会議 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

第86回9月通常会議 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

決算審査特別委員会 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

　　　　同　　　　総務分科会 1 1 1 1 1 1 1 1

　　　　同　　　　産業経済分科会 1 1 1 1 1 1 1

　　　　同　　　　建設分科会 1 1 1 1 1 1 1 1

　　　　同　　　　教育民生分科会 2 2 2 2 2 2 2 2 2

産業経済常任委員会 3 3 3 3 3 3 2

建設常任委員会 1 1 1 1 1 1 1 1

教育民生常任委員会 2 2 2 2 2 2 2 2 2

議会報編集特別委員会 4 4 4 4 4 4 4 4 4

治水対策特別委員会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

放射能被害対策特別委員会 2 2 2 2 2 1 2 2 2 1 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1 2 2 2

　　　　　 同 　　　　　幹事会 2 2 1 2 2 2 2 1 2

ILC誘致・学術研究都市づくり調査特別委員会 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1

　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　幹事会 1 1 1 1 1 1 1 1 1

資源・エネルギー循環型まちづくり調査特別委員会 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1

　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　幹事会 1 1 1 1 1 1 1 1 1

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

　　　　　　　　　同　　　　　　　　　幹事会 1 1 1 0 1 1 1 1 1

NECプラットフォームズ株式会社一関事業所跡地利活用調査特別委員会 2 0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

議員全員協議会 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 3 2 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

議会運営委員会（議会改革） 4 2 3 4 4 1 4 4 4 4 3

議会運営委員会 5 3 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5

第４次いちのせき男女共同参画プラン決定になる
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令和３年度前期　政務活動報告

　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。

　交付基準額は議員１人あたり月額15,000円で、４月から10月までの７ヵ月分として105,000 円

が会派または議員個人に交付されました。

　政務活動費の運用に関し必要な事項については規程により定められており、政務活動費の収支

報告書は以下により閲覧することができます。また、市ホームページで、その執行状況を確認

することができます。

ご不明な点がありましたら

議会事務局へお問い合わせください。

問い合わせ先 ２１−８６０４（直通）

令和３年度　政務活動費の収支状況（前期：４月〜10月分） （単位：円、％）

会派名
人数

（人）

収　入　額 支　出　科　目　
　上段：支出額　　　　　　　　

下段：支出額合計に対する割合 支出額
計
③

政　務
活動費
精算額
③－②

④

政　務
活動費
返還額
①－④

政務活動費
補　助　金

①

自己
資金
②

調　査
研究費

研修費 広報費 広聴費
要 望・
陳　情
活動費

会議費
資　料
作成費

資　料
購入費

ー関市議会

公 明 党
2 210,000 0

0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 210,000

－ － － － － － － －

日本共産党

ー関市議団
3 315,000 82,172

0 0 380,272 0 0 0 7,048 9,852

397,172 315,000 0

0.0 0.0 95.7 0.0 0.0 0.0 1.8 2.5

一 政 会 9 945,000 0

0 0 0 0 0 0 1,448 0

1,448 1,448 943,552

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

希 　 望 4 420,000 0

0 0 0 0 0 0 2,130 16,500

18,630 18,630 401,370

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.4 88.6

清 和 会 8 840,000 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 840,000

－ － － － － － － －

武田ユキ子

（無会派）
1 105,000 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 105,000

－ － － － － － － －

那須茂一郎

（無会派）
1 申請せず

－ － － － － － － －

槻 山　 隆

（無会派）
1 105,000 0

0 0 0 0 0 0 0 66,000

66,000 66,000 39,000

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

合 計 29 2,940,000 82,172

0 0 380,272 0 0 0 10,626 92,352

483,250 401,078 2,538,922

0.0 0.0 78.7 0.0 0.0 0.0 2.2 19.1

〇閲覧申請窓口　議会事務局（一関市役所２階）

〇閲 覧 期 間　公開から５年間

〇閲 覧 時 間　土・日・祝日を除く午前９時から午後５時まで
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私
は
、
約
３
年
前
に
高
齢
の

両
親
と
同
居
す
る
た
め
に
、
４０

年
勤
め
た
会
社
を
、
定
年
退
職

を
機
に
実
家
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
父
親
は
残
念
な
が
ら
同
居

１
年
後
に
永
眠
し
ま
し
た
が
、

母
親
は
足
腰
が
弱
っ
て
は
い
ま

す
が
健
在
で
す
。

　

母
親
を
病
院
へ
送
迎
し
て
い

く
と
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多

く
い
て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で

来
院
し
て
い
る
方
も
い
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
だ

ろ
う
年
金
で
は
、
決
し
て
安
く

は
な
い
と
想
像
が
つ
き
ま
す
。

高
齢
者
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

活
躍
し
て
ほ
し
い
の
で
、
行
政

は
も
と
よ
り
、
個
人
的
に
も
何

か
で
き
な
い
か
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

菊池　昭
あき

博
ひろ

さん

大東町摺沢

高
齢
者
の
通
院
リ
ス
ク

　

最
近
、
７０
歳
を
超
え
た
一
人

暮
ら
し
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

昔
の
よ
う
に
子
供
と
暮
ら
す

こ
と
が
理
想
だ
っ
た
の
で
す

が
、
自
分
だ
っ
た
ら
個
々
に
生

活
で
き
る
う
ち
は
、
自
分
で
生

活
し
た
い
も
の
で
す
。
広
い
土

地
や
建
物
が
あ
る
と
維
持
で
き

な
い
の
も
本
音
で
す
。
過
疎
の

進
ん
だ
地
域
だ
と
、
道
路
の
補

修
や
除
雪
、
救
急
搬
送
の
費
用

と
か
を
考
え
る
と
、
高
齢
者
向

け
の
戸
建
住
宅
が
公
共
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
れ
ば
、
連
絡
や

安
否
確
認
等
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
、
福
祉
施
設
が
併
設

さ
れ
る
と
お
互
い
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中村みゆきさん

東山町田河津

高
齢
者
の
戸
建
住
宅

に
つ
い
て

⃝ 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か ⃝

◦ 12 月通常会議は 12 月上旬に開会予定です。

　詳しい日程などは議会事務局へお問い合わせください。

◦ 議場で傍聴する場合は、マスクの着用と、間隔をあけた

着席をお願いします。

◦通常会議の様子は下記の媒体でご覧いただけます。

　[ 生中継 ]　一関ケーブルテレビ、市ホームページ

　[ 録　画 ]　市ホームページ

　[ 録　音 ]　ＦＭあすも（一般質問のみ）

⃝ご意見・ご感想をお寄せください⃝

議会だよりを読んで感じたことや、議会についてのご意見などをお待ちしています。

議会だよりは市のホームページでご覧いただくこともできます。

〒021－8501 一関市竹山町７番２号　議会事務局（TEL 21－8604／FAX 26－5556）

議会メールアドレス　gikai＠city.ichinoseki.iwate.jp

スマートフォンやタブレット

端末でもご覧いただけます。

９月通常会議の傍聴者数 53 人

検索一関市議会

　政治家が選挙区内の人に、次のようなお金や物を贈ることは、法律で禁止されています。

　また、有権者が政治家に対して寄付を求めることも禁止されています。

⃝お中元やお歳暮　　　⃝入学祝い、卒業祝い　　　⃝病気見舞い

⃝お祭りへの寄付、差し入れ

⃝地域の運動会、スポーツ大会等への飲食物などの差し入れ

⃝落成式、開店祝いなどの花輪　　　など

　なお、年賀状や暑中見舞いなどの時候のあいさつ状を出すことも、「答礼のための自筆

によるもの」以外は禁止されています。

政治家の政治家の

寄付行為は禁止寄付行為は禁止

されていますされています

ご意見などをお寄せいただき

ましたので、ご紹介します。市民 の 声
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　「往還塚」は、江戸時代の千厩街道沿いにありましたが、現在の市道からはやや離れ

た杉林の中にあり、規模は５間四方で高さ２間、かなり大きいものです。上段平面には

入口に一対の石灯籠、両側には９体ずつの石仏が対面して並び、奥正面に一字一石供養

碑、その右に石仏１体があります。

　正面石仏は毘沙門天像で、その両側面の18体は、単独では仏像の名称を決定しがたい

４体を含めて、十三仏と六観音と推測されています。奥正面の供養碑は、法華経の経文を

一字ずつ小石に書いて埋め、その上に「大乗妙典一字一石供養碑」を宝暦８（1758）年

に薄衣村横木孫四郎が建てたもので、後生の安楽を祈る積善のためと思われますが、

「為清安金涼菩提」の銘文もあり追善の目的も考えられています。この石仏群の塚は宝暦８年から10年間にわたって横木孫四郎が整えて

いったものと推定されています。 平成16年 一関市史跡指定

あ
ん
な
と
こ
・

　
　

こ
ん
な
と
こ

史跡・往還塚

【
表
紙
解
説
】

　

一
関
市
立
室
根
こ
ど
も
園
に
は

０
～
５
歳
児
ま
で
、
現
在
８0
名
が
通

園
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
「
秋
の
自

然
を
み
つ
け
よ
う
！！
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

に
は
、
５
歳
児
の
１５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
園
周
辺
を
散
策
し

て
、「
ど
ん
ぐ
り
」「
く
り
」「
も
み
じ
」

「
と
ん
ぼ
」
「
す
す
き
」
な
ど
、
秋
の

自
然
を
見
つ
け
て
、
持
ち
帰
る
物
は

お
さ
ん
ぽ
バ
ッ
グ
に
入
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
う
ち
の
方
に
も
、
ど

こ
で
何
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
て
、

拾
っ
た
の
か
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
対
策
と
し
て
、
園
の
活
動
は
各

ク
ラ
ス
で
の
実
施
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
異
な
る
学
年
と

交
流
す
る
機
会
が
少
な
く
、
行
事
で

も
参
加
者
を
限
定
し
て
い
る
た
め
、

通
常
の
よ
う
に
大
勢
で
の
活
動
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
自
然
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ

な
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
泣
い

て
、
笑
っ
て
、
ケ
ン
カ
す
る
中
で
、

自
分
の
個
性
に
花
を
咲
か
せ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　

今
号
か
ら
、
広
聴
広
報
委
員

会
が
議
会
報
の
編
集
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
、

議
会
の
広
聴
、
広
報
機
能
を
強

化
す
る
た
め
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
常
任
委
員
会
で
す
。

　

広
聴
機
能
と
し
て
は
、
ま
ず

は
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聴
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広

報
機
能
と
し
て
は
、
議
会
の
情

報
周
知
に
は
、
議
会
報
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他
の
媒

体
の
活
用
も
念
頭
に
入
れ
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

広
聴
、
広
報
の
新
た
な
あ
り

方
に
つ
い
て
、
委
員
全
員
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
長　

門
馬　
　

功
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